
ｧ 1 、 手旗信号の基本

手旗信号の歴史

手旗信号は，船乗りが考えだしたものといわれ

ています。広い海の上では，いくら大声をだして

も，船と船の聞では，話し合う乙とはできませ

ん。風と波のために人の声はきれぎれIとなって，

流されてしまうでしょう。

今なら，無線で通信ができますが，昔は， なに

か眼で見える合図にたよって，通信をするほかに

方法がなかったのです。

コロンブスや，マゼランの航海記録K もあるよ

う K，帆のあげ方や，マストや張り綱などの見え

やすい所に，いろいろな形のものを掲げて，お互

いに通信をしました。

18世紀の終り ζ ろ ， フランス人のシヤップ兄弟

は， 山頂の見とおしのよい場所に信号塔を建て，

その上K腕木を取り付け，その腕木をリレ ー式に

連続して動かレ， それぞれの位置を変える ζ とに

より，相当複雑な信号を送る方法を発明しました。

その後， ζ の信号法の価値が認められ，現在の

セマホア信号の基礎となりました。

海上での通信を一番必要としたのは，各国の海

軍でした。それは，通信の正確さが海戦の勝敗を

決定すると考えたからです。中でもイギリス海軍

のマリアット大佐が， 1817年比著わしたものが最

班長 の

手旗信号指導法

( 1 ) 

赤旗，白旗の区別はなく，図の（1）のような手旗を

使用しています。赤白対角の二色旗で，右も左も

同じ旗を使います。日本だけが赤と白とを左右花

区別して使用しています。

手旗lζは一定の正規の

寸法はありません。旧陸

軍の制式では，たて40セ

5長 ンチ，よ ζ35センチとい

も古ししかも優秀なものであったので，多数の

国が乙れを利用しました。今日の万国船舶信号の

もとといえるでしょう。

日本の手旗信号は，いっとろ，だれによって発

明されたのでしょうか？

それは，明治26年 (1893年〉ごろ，当時の海軍

中尉釜谷忠道という人と，彼の部下であった道本

場声と共同して考案したものです。

カタカナの裏文字を両手を使って書いて見せた

と ζ ろ，ほとんどまちがし、なく読みとれる ζ とが

わかったので，近距離の海上ならば， 実用信号と

して使える自信をつけ，海軍lζ進言し，正式κ採

用されたあと ， 「海軍手旗信号法」というものに

なって，翌年lと起 ζ った日清戦争K役だったとい

う ζ とです。日本商船もとの信号法を使い始めま

したが， 1931年〈昭和 6 年〕 2 月，政府告示によ

って正式に日本船舶手旗信号法と定められました

うたて長でした。そして

その寸法の布の中K，手

首というか手先が，はい
図のIll

り ζ む穴をあけた特殊な

ものでした。それK対して，旧海軍の旗は，旗の

にぎりの棒の部分が，旗布からはみでています。

それは，せまい艦橋から，上体をのり出して旗

をふる，しかも艦の動揺に体を安定させて通信を

するため， そういう形にしたのだといわれていま

す。

3 赤い旗と白い旗

手旗の赤旗と白旗は，一体どちらの手K赤旗を

持つのか？ それは右手です。したがって左手に

白旗を持ちます。 ζ れをまちがえると通信の表示

ができません。 ζ の Jレールを忘れないために，私

は，手旗を持ったとき ， いつでも次の乙とばを唱

えます。 「赤い実， 白砂糖」 ζ の二つの ζ とばで

すが，赤は赤旗の ζ とで，実は， 右のみからかり

ました。自は白旗であり，砂糖は， 左右のきをと

りいれて，自分でおぼえやすくしたものです。

スカウト諸君も，自分ですぐにわかる ζ とばを

発明して〈だきし、。

4 信号の形象 〈かたち〉

イギリスや，アメリカなどの外国では， 先にの

ベTこセマホアコ ー ド cs巴maphore Cord）を使っ

た信号法を通信に使っています。

〈 ζ のセマホ アコ ー ドは，日本連盟発行の「スカ

35 

40 

海軍 陸軍

2 手旗の大きさと形

イギリスも，アメリカも ， 日本の手旗のような

ウティングフォアボーイズ」の中で，キャンプ

ファイア物語 7 信号と伝令 (100 ぺーツ） le掲載

されています。〉

日本の手旗信号の記号は，カタカナの字画を組

み合わせて表示します。字画を一つの動作におき
げんか〈

変えて，基本となる 15種の形象を原画として使い

ます。さらに，信号のルールとして， 18種の記号

があります。合計33種の形象を組合わせて信号を

送り， ζζlと通信としての役目をはたす ζ とがで

きるのです。

5 手旗のあげ方

手旗のあげ方が正しくないと，旗は正しくあが

らず，いくら信号を送っても，受ける人IC通じま
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(2）旗が水平IC あがらない。どちらかが上傾， 下

傾，前傾，後傾します。ひどいとき Kは，左右が

前lζっき出しています。
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(3) 3 原画や， 4 原画がくずれる。

抵当、
3原画
4 原画
q） 崩オl 汀た

時、

(4)10原画か， 12原画かわからな L 、。 ζ の原因

は，旗のにぎり方が，正しくにぎっていない ζ と

からおとります。

さし指のおさえがきかないと，かならず旗の線

がくずれる。

腕のあげ方

旗を上下， 左右，ななめ上下にあげおろしする

とき，左右の肩の腕のつけねを力点として動かし

ます。つまり腕そのものの力をぬいて動作をする

と とがよいのです。その場合， 腕は決して曲げな

いで一本の棒，それも旗の先までが，まっすぐ、な

棒iとなったような気持で動作をします。
げん し

6 原姿

ζ れは， もとの姿勢という ζ とで，いつでも次

の動作ができる出発点というわけです。上体をま

っすくやにのばし，起立をします。両脚（足〉は少

し，左右K開いたほうが長〈信号を送る場合など

つかれません。そして，ひま小僧とつま先とを，

パネ tとして， 体のバランスとリズムをとるような

10 原因は
こうなるべ、きで

こう 右 ると

v 気持で動作をします。

もし，原姿の姿勢で，

斜面κ立つような場合，

また， ゃくれらの高い台κ

立つようなときは， 上体

がふらふらする ζ とのな

いようにきをつけます。

ゃくーらの上で動作をす

るときは，安全のため

に， ロープで体をしばりつけておきましょう。

0中指と薬指を曲げて柄

をにぎる。
ウ
フ 0小指で柄のはじを， 手;t)' 

う
のひらのくぼみの中κ見

た
固定する。と

」『

ろ 0親指で柄の横をおさ
，－、

柄え
え ， 旗が動かないよう11 

F大.., 

にかためる。It 
t 
つ

0 さいとに入会し指をのと

ばして，柄の上からおと
い
、ーノ

さえ，親指と共同し

て， 旗がまっすぐにな

12原画
との区月lj がフ治法（）

旗の柄のにぎり方
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原婆

体は，信号を受ける人〈方向） Iζ正対します。

野外で発信するとき ， 発信者が立つ位置は， うし

ろの背景や，その色彩に注意をはらい，受信者が

読みやすいような所に位置したり，そのときの太

陽の光線を考えます。 ζ の ζ とは，あとの「交信

法」で説明します。

るようにする。 ζ の人

ｧ 2 動作の基本線習

1 笛を利用した原画体操

まず，正しく手旗を IL ぎります。そして，体操

体形を作ります。 一個班ずつ横隊になり，両！協を

左右iとのばして，隣りの人との間隔をじゅうぶん

にとります。二個班以上のときは，第 2班は，第

l 班の横隊のうしろに横隊を作ります。第 3 班

は，第 2班のうしろK，第 4班は第 3 班のうしろ

に ， それぞれ横隊を作ります。いつも最前列に第

1 班がならぶのではなく，入れ換わる ζ とがたい

せつです。

リーダーは， 全員の前に立って，号笛をならし

て，ー，二，三という声をかけるかわりに，笛で

短一声の号令をかけます。 ζのやり方は，よく見

かけるやり方なので，めずらしいものではありま

せん。要点は， リズミカルK旗の操作ができるよ

l京匝l 第 1 動 ビ？
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12 II 斗上川iユ1 II 

13 II 寸乙自主｜上 II 

14 II ムト川｜上 II 

戸 －



0リズムと動作

序曲の部分は，手旗を左右，胸の高長音記号
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だ〈てん

濁点記号

そうで

自分の判断で動作をする

そのまねをするきらいがあるので，

自分の意思，はなく，

て，しかも原画がくずれないとと

を第一ポイシトとします。第二は，語、原画から 14

うになる ζ とです。

きにささげて足ぶみします。左右，左返事を待つ前後にはさみ数字記号
ど ζ までも自人聞を作る ζ とがねらいでみる。原画までのII買番をまちがえなくおぼえる ζ とで

右と 15回足~、みをし， 16歩目で停止と手旗信号
ー やー、

：；＞ョン・フフン
発活動を基点とするものである。す。

0大きな鏡があったらそして，旗の特iζ，原函をきびしく守る ζ と，
やや，足を左右に聞いて原姿同時re ,原画十五ジョン・ブラン

君たちは，大きな鏡K向かつて，原画の練習をtとまり方が乱れない ζ とに注意します。
の姿勢をとります。一

一
一

十三計ム
ロ

スノ十号記ヅョン・フラン

うつして見るとよいでしょう。特iζ ，ζ れの副産物として，筋肉の運動を発達させる
4 3 原画， 本曲の第一部が原画の練習です。歌手旗信号

原画は，とと，神経系統のはたらきの敏活ーをはかる ζ と，
＇＜＇.＇歓いながら零原画から 14原画まで手

旗をふるのです。原画ごとに原姿lζ も

作詞編曲

一
戸

中村知

ス
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昨
…

(f］＇：， 同I)

~十

てばたしんごう

曲
くずれやすいからきをつけます。自分の

なかなかなお

悪いくせを早めに発見し， 早〈なおさないといけ

ません。一度悪いくせがついたら，

リズム感覚を養う ζ と，身体と精神とのバランス

をとる作用を増大する ζ と re役立ちます。

ジョンプランジョン 7•ランりません。スカウトの信号は，信号手や， 信号兵を作るの

;u;m 掛
駐
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もっとリズミカルにやるた前の原画体操を ，奉仕の基本をきずそして，も人格と健康と技能，
応fH

ζ の副産物のほう〈ととをねらいとしています。
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だうれん L＂＇うげんしは こー れ ーめ ， 中村知先生が作詞， 編曲した「手旗信号の

歌」を使って練習をしてみましょう。とむしろ主たる目的がひそんでいるわけです。

ま ζ とという ζ とです。ま ζ と
i･ifti 

ζ の歌は，原姿，原画， 記号（または形象〉お
通信の信とは，

終fH
よび作字法のすべてを歌いとんだものです。まちがL、を伝うそや，を通じあう ζ とですから，
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ζ 

の中の原画の部分だけをとりあげて練習をしまなればなるほど， 心得なくてはならないたいせつ
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す。じようずKな ζ とです。信号の神さまみたいに，

新章まず， 歌の締習からはじめます。 ζ

「リトル

それには，とかくじまんして，相手に読めても読めなると ，

数字（月I]名白旗）

カッコ

方 じょせんきごうす、ょうおんきごう

圃』....，.＿，，.，＿，. - l 『 凶川口,.,..,.,.-
. 弘、＇ I I 
l 、 l 、 ー一一 一~ --
I II I I I I I I I 1 －膚 I II ＼圃

- a町田町ーー・ H けいハ， l

~ ＇・ J 1 J rT r 1 

’ E ’ 
幹1i

みんなが知っている ，

インディアン」という曲ですから ， すく1と歌える

の歌のもと歌は，いっとうにかまわず， 早打らをしてと

そんな信号は，くい tとなっている人がいますが，

な〈ても ，

1j、カッコと 思います。ィ調ですから初音はドです。
まことの信号とはいえません。

t!.. ろ〈げんかく ーげんかくげんか〈し練習のやり方について， 次の点を考えてみま
コンマ（？；光点）手旗信号

L’内うし、ちけ：λか〈 じゅう にーけ’んか〈 じ由う さ んけ；ιか〈じ由うし
手旗信号
げんか〈

原画練習

ジョン ・ プランす。
！~ii徐紘

el
- 

-- 2

・
, nu 

E
 

r
{ 

つ

ヲ

さごう しJ：うカッコ き ごー

し申うしん き ごう かし、しんき ごー

コき ごう力・ノ

き ごう

コン 7

もんぷ
げんし

原姿は

ヅョン ・ プラン0一応タクトを 2 びょうしでする。

一動を 2 拍とし，0時には，
半i!!:J ／人ζ れだ記号練習ヅ三ン ・ プラン4 ぴょうしでやって

巨話じ
1いく－ 13 

を ま一つき ごうせ．んごにはさみ へんじすうじ

の ル 仕（符曲），

三原画

六原画だ

二原画一原画

五原画

れいげんか〈

零原画

四原画

みる。

0笛の吹き方のタイミングを，はじめはゆっくり
1 ‘& 

,. F ’ J一一」出ム＃件L」ー十

問符

（ ζ の記事は，
十原画九原画八原画七原画だいたい 1 分間RAOとする。吹く，

スカウト誌Nu88～Nu94

中村知氏の「ぼくの信号勉強法」を改

なお，参考文献とし

て杉浦昭典，近藤太共著『船舶信号の

解説』を使用しました。〉

訂したものです。
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十四

一部か全部の消信記号

カッコ記号
りやく Cう

略号記号 新章記号

小カッコ記号

十三原画

くてん

句点記号

十二原画
おうしん

応信記号
十一原画

コンマ記号
ちゅうけい

中継記号

起信記号

ピッチをあげ
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目かくしを

ζ れは，前列の人のする動作を目で見

タイミングというか，

る。だいたい 1 分聞に80 とする。

0 もっとじようずになったら ， 全員，

する。

0なれたら，



手旗作字体操 （作字表）

字 第 l 動 第 2 動 第 3 動 第 4 動 ：＿士r・ 第 1 動 第 2動 第 3 動 第 4 動

イ / 原姿 休 ヰ || 原姿 イ木一

ロ L 寸 II II ノ / イ木 II II 

。ノ、 \/ 体 II II オ / 原姿

イ本 II II ク // 休 m、姿 休一

@ \/ 原姿 0 ヤ 「 \ II // 

0 へ / イ本 原姿 イ木 w守 ア \ II II 

、、 II II ケ L / II II 

⑦ L 白 ｜ II II フ フ 休 II II 

|! イ木 II II コ つ 一 II II 

ヌ フ \ II II 。 」二 白 ｜ 原姿。

jレ / L II II ア / 原姿 イ木

0 ヲ 一 ア II II ア フ / II II 

ワ ア II II サ 一 || II II 

カ 「 / II II ヨそ ここ II II 

ヨ つ II II ニL フ II II 

タ // 、、 II II メ / \ II II 

レ し イ木 II II 、、、 II II 

ソ \ / ,, II \ し II II 

0 ツ || / II II コ三 フ / 原姿

@ ア （子） 原姿 ヒ し 原姿 ·（木

ナ 一一 / 原姿 休 モ L II II 

0 ラ \ フ II II セ プ し II II 

0 ム L \ II II ② （寸） 原姿

@ 一 ア II II 0 ン \ 原姿 イ木

第 2 表

作字の練習

ζれから，いよいよ ， 手

旗信号ちしいプロ グラムにはいり

ます。

h ＜＇作字体操

さあシ、

ｧ 3 

法導指号

( 2 ) 

の

信

長

旗

班

手

手旗信号の現わし方は，第 2 表

カタカナ

うまく作られてい

の裏文字によっ て現わしていま

を見るとわかるように，

す。なかなか，

手旗をふっ

て現示します。記号〈形象〉の現示表は，第 1 表

を見てください。

までの18岡の記号（または形象〕を，音楽を利用した記号練習

本
号
の
記

」

字

歌
数
の
ら
号
か
信
号
旗
記
手
信
「

、

起
、

3. 

は
ら
法
J

が

方
T
な
ノ

の
’

L
Q

習
日

歌
1

療
を

マ

号
部
記
、

二

の
第
乙
の
曲

カわすれたなら，もし，ますね。

ノl 1＼ 両手を垂直にあげ、左右
一寸一別々に水平ま で数振

判十両手を数回交互に上下す

斗 赤を右45'I:}:, If J: ，榔
ァト 右手を右4打に下す（赤

を）

オて両手を左右、 4門に下す

十 8原画を左右反対（帥）
芋両手をま＇I·前4山し前方

で数回交差振

太 左右45°靴下し前方で左
右に交振

斗ト版画（半i弱点に同じ）

ート 7 原画（

斗て左（白）出5＇に下す

わか

乙の第 2表は作字表でもあり ま

タカナを思い出せば，すくV

というわけです。る ，

記号（形象〉 の現示 （18種〉＜順序は歌詞IL出て〈る順序です＞

起信 受信者を呼－~； とき
始信のとき

第 1 表

す。作字表として，頭の中でおぼ

というのが普通の方法なのえる ，

受信の場合

一部消信、全文消信、証正、再送要求

応信

消信

コンマ（読点） そ

れでもいいのですが〉体でおぼえ

るほうがスカウ ト的だと考えたの

四挙動の体操に仕組

ピッ ，

（暗記のうまい人は，

ζ れを，

みま した。

やり方ば， 体操隊形を作ってか

ら，号笛でピ＼ッ ，
，、

ヒピッ，

ですが，

で，

小数点または帯分数の整数の次に打つ

注釈用また数字音司｜｜のとき、これで囲む

和文中に欧文を入れるときその前後に用う

略語の前後に打つ

字詰句の間に入れ区切りを示す

中継をたのむとき起信の代わりに用う

カッ コ

ィ、カッコ

中継

迂
回
占
川

5z

, 

略
句

リ ー ダーと 4拍子lと吹きわけで，信号文の段落を示すと同じ）新章
0, 0印に注意せよ

ーがリズムをとります。 48字あり
？のしるし問符

手旗をとめると ζ ろでは， 力を ζ めてとめるようますから，いくつかKわけでやる といいでし ょ

になります。6 字ずつにする と 8 固にわけると とになりまつ。

送信終了を示す

そのたびに，人をいれかえて，同体操隊形は，やζれは，何度もくりかえして，す。とにかく，
「わかった」了j呼

両手をそろえ垂直にあげ
てから平行のまま左右振

じ者がいつも同じ席Kいないように します。そうるうちにおぼえます。
) - 

v
J
 

E
 

C
{ 

前列の人のまねをして旗をふる，ずるしないと，
げんかく

注意する点は，早くなくてもいいから ， 原画をパピプペポのとき

い ζ と をおぼえ， 結局いつまでたってもその人はだんだん早〈やらきびし〈指導します。そして，
分数の分子の次、分母の前にうつ

おぼえません。せるのです。そのためにはだらだらしないよう ，

ζ の作字体操も，前に書いた原画，記号体操もさし、パッ ， パッと動作をさせます。はぎれよし
長音に用う

斗乙四回（数字記号に同じ）

斗ト四回（句点と同じ）

ff 11原因（ 7 と同じ）
十 2 原画

半 13原画

斗_L 1 2＠四

半

終｛言

解｛言

i弱点

半j窃点

帰除線

長音

目かくしをさせてやらせる乙とによって完成しま

ほん とう の自発活動す。目かくし体操でないと，

g 

しょは，肩に力がはいってぎζ ちない動作です

そのうち調子をおぼえて，力をぬくかわりに，カ~，

数字（別名白旗）

ーマ

数字の前と後にあげて受信者に数字たるこ
とを注意させる
受信者もこれをあげるのがエチケット

「手』ut信号の歌」に合わせてこの形象を操旅します



にはなりません。 第 3表音楽作字体操の歌詞 (2) かわりの字をあてるもの（ 2

字〉

ネ……子 ス……寸

(3) ぜんぜん，ちがうもの（ 1 字〉

ウ……ニフとうつ

μ） ニ原画に白旗をあげるもの

(2 字〉

チエ

以上のものに注意します。

2. 音楽作字体操

ζ の音楽作字体操の歌

詞は，第 3 表lとよってお

ぼえて t だきし、。そのふ

しは，前iζ記した「手旗

信号の歌」の中の本幽の

(1動） (2動） (3動） (4動） (1動） (2動） (3動） (4動）

(1) 3 たす 2 はイである (7) 6 たす 12 ヰで ある

7 たす 8 は ロであ る 3 原画 ノで ある

10 rJR、画 ハである 1 2 3 オである

6 原画 （休） 11 原画 ク （休）

(2) 1, 2, 10 ホである I (8) 8 たす 4 は ヤで ある

4 原画 へである 9 たす 5 は ？で ある

2 たす 5 は 卜である T たす 3 は ケで ある

7 たす 白 2 はチ （休） 9 原画 フ （休）

(3) 12 原画 リである (9) 8 たす l コで、 ある

9 たす 4 は ヌである 1 白 2 と l はエである

3 たす 7 は ルである 6 たす 3 は テで ある

1 たす 9 は ヲ （休 ） 9 たす 3 は • / （休）

(4) 2 たす 91土 ワで？ ある (IO) 1 たす 12 サで ある

8 たす 3 ＇ま カである 6 たす 2 は キで ある

8 たす 6 ＇土 ヨである 9 たす l は ユで ある

11 5 ＇土 タ （休） 3 たす 5 は メ （休）

(5) 7 原因 レである (11) 6 たす l は ミで ある

5 たす 3 は ソで？ ある 5 たす 7 は シで ある

12 3 は ツで子 ある 9 3 1 ヱで ある

9 2 l はネ l たす 7 ヒ （休）

(6) 1 たす 3 は ナである (12) 6 たす 7 モで ある

5 たす 9 は ラである 9 たす 7 セで ある

7 たす 5 は ムで、 ある 1, 2 5 スで ある

6 たす 9 は ウ （休） 5 たす 1 はン （休）
さ L 、。

部分の楽譜をつかいま

す。

ζ れは，まず，歌とし

ておぼえます。ですから，

スカウトソングですね，

スカウトソングだとする

ならば，おぼえる気にも

なりましょう。

歌う ζ とができたら，

両腕を動かす動作にむす

びつけるのです。です

が，ほんとうは，その逆

で，動作のほうがさき

で，歌はあとからできた

というのが正直なと ζ ろ

です。

説明を加えるとーーとの歌は 4拍で歌うので

す。

3. 算数式おぼえかた

ζれは，前lと，作字体操でおぼえ

たものを，算数式に書いたもので，

第 4 表K示します。前の第 3 表とな

らべて見てくださし、。

ζの算数式による文は，暗号の手

紙によくつかわれます。君たちスカ

ウト仲間の手紙も ζれで書くと，手

旗の作字が早くおぼえられます。

算数式で作った文例を，第 5 表に

のせておきましたから解読してくだ

以上のような要領でやるのです。

リズム感覚のにぶい人にとっては，むずかしい

かもしれません。そういう人は，とれによってリ

ズム感覚をそだてる ζ とができます。そういうね

らいも手旗信号の教育的価値なのです。

3+2 ＝イ， 7+8 ＝ロというように，おぼえ

ると ， 秘密の手紙文も書けるようになります。

第 4 表 （算数式〉

3 + 2 

7+8 

10 

6 

1 + 2+10 

4 

2 ト 5

7 ＋（白 2)

12 

9+4 

3 ト 7

1 + 9 

2+9 

8+3 

8+6 

11+ 5 

7 

5 ト 3

12 ト 3

9 ト 2+1

1 －ト 3

5 + 9 

7+5 

＝イ

＝ロ

（＼／）ニハ

（や）＝ホ

（＼）＝へ

＝チ

リ
ヌ一

一
一
一
＝ル

（ ラ）＝ヲ

＝ワ

＝カ

＝ヨ

(H）＝ ク

（ し）＝レ

＝ソ

（~）＝ツ

（子）＝ネ

＝ナ

（ラ ）＝ラ

（」）＝ム

6 + 9 （ヲ）＝ウ

6 +12 ニヰ

3 ＝ノ

1 －ト 3+3 2 ＝オ

11 （グ）＝ク

8 + 4 （勺）＝ヤ
9+5 =?  

7 + 3 （ ケ ）＝ケ
9 ＝フ

8+1 ＝コ

1 ＋（白 2 )+ l, ＝エ

6 + 3 

9+3 

1 +12 

6+2 

9 + 1 

3 ト 5

6 + 1 

5+7 

9+3+1 

1 十 7

6 + 7 

9+7 

1+2+5 

5 ト l

＝ァ

ア
サ
キ

一
一
一
一
一
一
ヱヱ 二L

＝メ

（三） ＝ミ

（じ）＝シ
－『

一一ー」

＝ヒ

＝モ

＝セ

（オ ）＝ス

」
｜
」

ン一
一

ボ＝ 1 －ト 2 十 10+ 1 3

第 5 表

ポ＝ 1+2+10+14

算数式の文例

それに応じる動作は，

3 たすく 3 原画をあげる〉

2 は (2 原画にあげかえる〉

イで 〈原姿にもどる〉

ある 〈原姿のまま〉

7 たす（ 7 原画をあげ〉

8 は (8 原画にあげかえて〉

ロで 〈原姿にもどる〉

ある （原姿のまま〉

（イ） 1+2+10+13 11 2+9- 1+2 十 10 + 13 3+2 1 +2 十 5 8+3 6+9 2+5 

6+3+13 1+2+ 5 8 + 3 5 ヶト 9 9+5 3+2 6 7 ート 2 8+6 3+2 8+1 

2+5 1+9 5+7 9+5 1+2+5 

（ロ） 13 1 3 3 0 13 8 + 3 11 10 5 + 1 2 + 9 10 7 + 2 9 + 5 5 + 1 1 + 12 

9 + 5 3 2 + 5 12 6 + 12 3 9 + 5 1 + 2 + 1 6 9 + 3 12+ 3 9 + 5 7 

以上は下記の文のつもりで書きました。正しいかどうか第 4 表でしらべてください。
jイ） ほ‘くわボーイスカウトですから i[j: 日よいことをします

（ロ） 1 3 3 0 （数字記号で前後をかこむ）各班わ八幡さまの鳥居の前に集まれ
0 0 0 0 0 

次のことばを数字化しなさい。

。えャンプ 隊長（たいちょう）

0作字の中で特別なもの

(1) ほんとうの字と少し，ちがうもの (16字〉

ハ ホ ヘ チヲ タレツ ラム ク

ヤケ ミ シン

-9  ~ /() -



第 7 表第 s ：表0作字でまちがいやすいもの

よく似てげるもの， JI買序が逆なものなどがあっ

ナ（ 1 + 3 ）ヒ（ 1 + 7 ） ヲ（ 1 + 9 ）サ（ 1 十 12）オ（ 1 + 2 
+ 3 ）エ（ 1 +(+ 1 ）ス（ 1 +2+5 ）ホ （ 1 + 2 十 10)

ト（ 2 + 5 ）ワ （ 2 + 9 ）それに長音（ 2 ) 

ノ（ 3 ）イ（ 3 ギ 2 ）ル（ 3 + 7 ）メ（ 3 + 5) 

へ（ 4) 

ン（ 5 + 1 ）ソ（ 5 + 3 ）シ（ 5 + 7 ）ラ（ 5 + 9) 

ニ （ 6 ）ミ（ 6 + 1 ）キ（ 6 + 2 ）テ（ 6 + 3 ）モ（ 6 + 7) 
ウ（ 6 + 9 ）ヰ（ 6+12)

レ（ 7 ）チ（ 7 ＋②）ケ（ 7 + 3 ）ロ（ 7 + 8 ）ム（ 7 + 5) 

コ（ 8 十 1 ）カ（ 8 + 3 ）ヤ（ 8 + 4 ）ヨ（ 8 + 6) 

フ（ 9 ）ユ（ 9 + 1 ）ア（ 9 + 3 ）ヌ（ 9 + 4 ）セ（ 9 + 7) 
ネ（ 9+2+1 ）ヱ（ 9+3+1 ）マ（ 9 + 5) 

、 (lo)

ク（ 11 ）タ（ 11 + 5) 

リ (12 ）ツ (12+ 3) 

表ま員うナ発安吉

「l 原画始発

2 原画始発

3 原画始発

41.京画始発

5 原画始発

6 原画始発

7 原画始発

8 原画始発

9 原画始原

10原画始発

11原画始発

12原画始発

( 9) 

(34) 

( 6) 

ヨユアヌセマタツ

3 重力ぎれ

それに長音

ナヒヲサトウイルメンソシラ
ミキテモウヰチケロムコカヤ

オエスホネヱ

クリノへニフレへl 動ぎれ

2 重b ぎれ

(9+3+ 1 ）と（ 9+2+ 1)

( 8 + 4 ）と（ 9 + 4) 

( 3 + 7 ）と（ 7 + 3) 

( 8 + 4 ）と（ 8 + 3) 

( 4 ）と（ 3 ) 

( 6 + 4 ）と（ 6+12)

( 9 + 3 ）と（ 8 + 3) 

( 6 + 9 ）と（ 5 + 9) 

( 5 + 3 ）と（ 3 + 5) 

( 8 + 1 ）と（ 9 + 1) 

( 7 + 2 白）と（ 7.+ 3) 

( 6 +12）と（ 1 十 12)

( 2 + 9 ）と（ 5 + 9) 
( 9 + 7 ）と（ 6 + 7) 
( 6 十 3 ）と（ 6 + 1) 

( 5 + 7 ）と（ 6 + 1) 
( 5 十 1 ）と（ 5 + 3) 

( 1+2+5 ）と（ 9 + 4) 

これら、まちがいやすい字で文章を作って送信

する練習法があります。

例マケルカ。カチ ヤキユウノケイカ

まちがいやすいもの

ヱと子（ネ）

どんな字を

その人のくせにもよります

て発信者があわてるとまちがえます。

よ〈まちがえるかは，

守’とヌ

ルとケ

へとノ

占？とヰ

ヤとカ

だいたい，共通したまちがいの統計がありま

それを第 6表にあげておきます。

分類して練習する方法

すので，

4. 

が，

アとカ

ウとラ

コとユ

ワとラ

チとケ

ヰとま号

ソとメ

ζれには 2種の方法があります。

ζの第 1 の方法は，信号の専門家になる人たち

ク

がする方法です。まず，次の 3 つに分類します。

ナトレフ

第 1 群 (16字〉

0第 1 の方法

ノリ マノ＼

"" 
セとモ

テとミ

シとミ

ンとソコニケウ、yヨカ

ン

ワ

サタ

第 2群 (16字〉

jレホ

長音

ロ

メ

イ

スとヌキセモヒア

第 3群 (15字〉

レチケロムだ。薬の名まえみたい・金主こ
にコそれではね，五原画から出広ものは？間ζ ンン

シチ主ヲ－
フ

ヤヌソニLコア

八原画からは？よし，間まってください……ええと……ンソシラですタ~

"" 
ヌイムオネス

コカヤヨタこ
にコやれやれ「素知らん」ーかと，思ったら知って

いたな。じゃ交替しよう。君のほうから質問

間
イ・ζ れは，ζのほかにヰ・ヱがありますが，

九原画からは？問な信号クイズです。
エにかえるので，はぶかれています。

フユアヌ……セネヱマ会主
ιョしなさい。一原画から始まる字が何字ありますか？間

なかなかやるね……では十原画からのもの。間では……っと。六原画から始まるものは？間タ主
にコ

0第 2 の方法
8 つあります。ハイ。

ハだけです主立
匹二事ニミキテモウヰの 7 つ……。はし、，劣E

ドヨ｛可と｛可ですか？間
スカウト式ともいえる，次のようζ の方法は，

そうか……で、は十一原画からは？

一覧表に作ったのが第 7表です。

では十二原画から始まるものは？

きまってら……リツの 2 つだ。

よ〈できました。

クタクタになったぜ。

ばかし、え……

はし、，

以上を，

一／之ー

ノ＼，

クタ

間

答

タ主
F二ミ

問

主主
"" 
間

間

よろしい。では七原画から出るのは？

山手旗ゲーム 2 ・

信号命令

準備信号旗 : 
方法ー列lζ並んだ全員の前方適当の距離からリ

ーダーは信号で何か動作を示す言葉を送る。… l 
…例えば，座れ，隣の者にさわれ，叫べ等，信

号を了解した隊員は示されたとおりに動作する。 i

問オエスホ

二原画から始まる ものは ？

では，へは？

四原画からのは？

そうか……。ヘヘヘへ……。

三原画から始めるものは？

それに長音です。

よろしL 、。では，

ええっと……ノイルメ

よろしい。では，

の二つ，

ありません。

ナヒヲサ

ない？

つぎ，

L主 L 、，

あっ，

トワ

金主

"" 

- I ／ 一

夕立
にコ

答

答

間

金支
広コ

間

問

間

’手旗ゲ一ム 1 川．’’’

信号「さわれ」

準備信号旗 : 
方法リーダーは隊の全員から適当に離れた所か

ら手旗信号で手近にあるものの名を送信する。 l 
ζの通信を読んだものは指示された ものをきわ

らねばならぬ。 l 
例えば，“クツ”，“タワシヘ“ハナ”等



ｧ 4 数字の練習

数字のうちかた

「手旗信号で数字をうつには，どうすればよい

のですか？」と いう質問が日本連盟tとたびたびき

ます。それで，つぎのような勉強をしてみまし

た。だいたい， 3 つの方法があります。

0第 1 の方法

乙れは，発音どおりに，カタカナでうつ方法で

す。イチ， ニ， サン，シ，ゴ，ロク， シチ，ハ

チ，ク，ジュウ，：：；ュウイチ－－－ －－ というように。

乙の場合， 数字の前後K， 数字記号（第13原画

通称白旗とよぶもの〉をあげなくてよいのです。

〈例文〉 、各班は 8 時30分出発せよ、を送信す

る場合， ζ とばどおりに，「カクハンワハチジサン

ヅュップンシュッパツセヨ」とうつωです。

各班はを一一各班わーーとします。発音どおり

です。ですからこの方法は，発音どおり法という

ζ とにしましょう。

0第 2 の方法

とれには Jレー Jレがあります。

数字をつぎのよう托読みかえます。

第 8 表 数字のあらわし方 （読み方と数字傍司I[)

班長の

手旗信号指導法

( 3) 

／ト＼

セヨ」とうちます。

0 8 3 0 を （レヤミレ〉と

傍訓するわけです。

乙の場合， 数字記号は，

数字の前にあげるだけで，（カッコ言己号）

数字の後lとあげなくてよいのです。

乙の方法を数字傍訓法と名づけます。

1 はヒトツのと

2 はフ タツの フ

3 は ミッツの 、

4 はヨ ッツの ヨ

5 はイ ツツのイ

6 はムッツの ム

7 はナナツの ナ

8 はヤッツの ヤ

9 は ココ ノツのコ

0時刻と月日のうちかた

時刻と月日は次のようにあらわします。

(1) 時刻をあらわすときは，必ず 4 ケタの数字で

あらわします。初めの 2 ケタは， 1 日 を24時間で

示した時を， 後の 2 ケ タは分をあらわします。

ですから午前，午後，または単位の時分はつけ

る必要がありません。

例文の 8 時30分は， 0 8 3 0 と なります。

例午前 0 時30分は， 0 0 3 0 

午前10時 5 分は， 1 0 0 5 

午後 7 時15分は， 1 9 1 5 となります。

これは，鉄道の時刻表と同じ表現です。

(2) 月日のあらわしかたは，次のようにします。

例 12月 15 日 は， 「12ガツ 15 ヒ 」

3 日間は， 「 3 ヒ カン」

日曜日は 「ニチョウヒ」

月曜日は 「ゲツヨウヒ 」

その他，本日は「ホンヒ」 明日は「メウヒ」

明後日は「メウゴヒ」 昨日は「サクヒ」としま

す。すべて，日 を ヒであらわします。

0 はレイの レ

ll う 〈ん

これは， 数字傍訓といって，信号で数字を送る

ときにゃくそくされた一つの方法です。

読み方とあらわし方は，第 8 表のとおりです。

数字傍訓は， 数字略語の一つであって，数字は

信号文の中でも重要な要素を占めています。

l 字のまちがいから，重大なあやまり をお ζす

ζ とがあり ます。数字のまちがいをぜったいにお

乙さないために， 数字の後にカッコ記号で包んだ

数字略語（傍訓〉を重複して送信します。

カッコ記号のあらわしかたは，両手を左右下45

度に聞き ます。 ζれは， 第10原画と反対に下方に

旗を出した状態です。

（例文〉 、各班は 8 時30分出発せよ、

〈う ちかた〉 「カクハンワ 数字記号 0 8 3 0 0第 3 の方法

ζの方法は，原画形象の零原画から第 9 原画ま

でを， 表 9 のよう K数字としてうちます。

と ζ ろが，表の中で示したように，第 3 原画は

ノ， 第 4 原画はへ，第 6 原画はニ， 第 7 原画は レ，

第 9 原画は フ というように，一原画一文字として

カッ コ記号 レヤミレ カッコ記号 シュッパツ

2 I 3 4 8 。数字 ｜

読み方 ｜ ヒト

傍ヨn I ヒ

フタ ｜ サン ヨ ン

フ ヨ

5 

ハチ l:J? :;)¥ 
ャ ｜ コ ｜ レ

6 7 

. 
コ

てF Jレ

ゼロ
ロク ナナ

イ ム ナ
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第 9 表

0 は零 原画

1 は 1 // 

2 は 2 II 

3 は 3 II （ノと同じ〉

4 は 4 ρ （へと同じ〉

5 は 5 // 

6 は 6 ρ （ニと同じ〉

7 は 7 II （レと同じ〉

8 は 8 II 

9 ＇ま 9 II （フと同じ〉

読む ζ と のできる原画です。もし，本文中にその

まま数字として発信すると，読みまちがいがおこ

ります。そとで，数字である ζ とを，はっきり区

別するために， 数字をうっ と きには，その数字の

前後に，数字記号を必ずいれて うちます。
だ〈てん

数字記号は，第13原画であり，しかも濁点記号
でもあります。数字と濁点の 2 つの形象をまちが

えずに使うには，数字記号としてうっ と きは，濁

点記号より，約 3 倍の長さだけ旗をあげます。

（例濁点記号が 1 を数える長きなら，数字記

号は， 1, 2' 3 まで数えるヤらいの長さの間あ

げます〉

〈例文〉 、各班は 8 時30分出発せよ、

（うちかた〉 「カクハンワ 数字記号 0 8 3 0 

数字記号シュッパツセヨ」と うちます。

この方法K，名まえをつけるなちば数字原画法

とよぶのがよいでしょう。

以上は， 整数をうつ場合ですが，数字には，小

数もあるし，分数もあります。しかも分数の中に

は等分数もあります。それらを， どのようにして

うつのか， ζ れからのべていきます。

2 小数のうちかた

小数点をうっときは，コンマ記号をつかいます。

一－ If./. 一一



オコ一旗） Iま原姿の状態 Iと置き，右手

（コジマ記号） 〈赤旗〉を右下方45度に聞いてあ

らわします。 ζれは，第 3 原画の形象の中で，右

手だけを使った状態です。

ζの形象は，コンマ記号と読点記号の二つの形

象をあらわします。コンマと読点を区別するには

数字の中でζの形象をつかうときは，コンマ記号

としでっかいます。数字以外で、っかう場合は，読

点、をあらわします。

（例文〉 ζζ から 5. 8 キロの地点でとまれ

（うちかた〉

数字傍訓法 「ココカラ 数字記号 5 コン

マ記号 8 カツコ記号イ コンマ記号ヤ

カッコ記号キロノチテンデトマレ」

数字原画、法 「ココカラ 数字記号 5 コ ン

マ記号 8 数字記号キロノチテンデトマレ」と

なります。

3 分数のうちかた

分数は，分子高齢議記号（横線〉分母の／I買に
うちます。帰除線記号は，第11原画であらわしま

す。

（例文〉 バケツに%の水をいれろ

（うちかた〕

数字傍訓法 「バケツニ 数字記号 3 帰除

線記号 4 カツコ記号 ミ 帰除線記号ヨ

カッコ記号， ミズヲイレロ」

数字原画法 「バケツニ 数字記号 3 帰除

線記号 4 数字記号ノミズヲ イレロ」となりま

す。

4 帯分数のうちかた

帯分数は，整数，コンマ記号，分子，帰除線記

号，分母の順にうちます。

一一 IS- 一

〈例文） 3 Yz キロ前方lと宝物ありきがせ

〈うちかた〉

数字傍訓法 「数字記号 3 コ ンマ記号 1 

帰除線記号 2 カッコ記号 ミ コンマ記号

ヒ帰除線記号フ カッコ記号キ ロ ゼ、ンポウ

ニタカラモノアリサガ、セ」

数字原画法 「数字記号 3 コ ンマ記号 1 

帰除線記号 2 数字記号 キロゼンポウニタカ

ラモノアリサガセ」とうちます。

帯分数のときは，整数の後lとコンマ記号をわす

れずにうってください。うちわすれると，整数と

帯分数の区別がつかなくなります。

たときに数字記号をあげます。送信者は，受信者

があげた数字記号をおろすまで，自分があげた数

字記号をおろしてはいけません。

乙れは，送信者も，受信者もお互いが「数字を

第10表

送るぞJ, 「数字を送ってくるのだな」という確

認のためのものです。終わった後にあげるのは，

「と ζ までで数字は終わりです」， 「わかりま し

た」という意味のものです。数字をいかに正しく

数字のうちかたのまとめ

第 1 法 発音どおり法（初心者向き〉

第 2 法 数字傍訓法（小数，分数， 帯分数IL不向き〉

第 3 法 数字原画法〈正則〉

ヨ互｜
〈例文〉各班は 8 時30分出発せよ

0数字のうちかたのまとめ

小数，分数，帯分数をうつ場合，別法として，

第 1 の法（発音どおり法〉でうってはいけない ζ

とはありませんが，それは初心者のする ζ とでし

ょう。また，第 2 の法（数字傍訓法〉でも， うて

ないととはありませんが，カッコ記号が何回 もは

いり，会らにコンマ記号や，帰除線記号がはいる

となると，送信者も，受信者もややこしくなりま

すから， ζ の方法で、の小数，分数，帯分数の送信

はあまりすすめるととはできません。 （しかし整

数の場合，正確に伝えたいときには， ζの方法が

一番たしかです。〉

事実手旗信号では傍訓にしなければならないよ

うな必要性はほとんどありません。 ζの傍訓法は

は，主としてモールス信号において用いられます。

数字を送信するときには， 数字原画法を使っ て

送信したほうが，一番少ない文字数でうてます。

第 1 法 カクハンワハチヲサンツュッブンシュッパツセヨ

第 2 法 カクハンク数字記号 0 8 3 0 c カッコ記号〉レヤミレ（カッコ記号〉シ ュ ッパツセヨ

第 3 法 カクハンワ（数字記号） 083 0 （数字記号〉 シュッパツセヨ

｜ 小数 ｜ 〈第 3 法として〉
小数点は コンマ（読点〉記号

順序は 数字のJI頂

前後IC 数字記号を忘れない (13原画， 白旗〉

〈例文〉 ζ こから 5.8キロの地点でとまれ

（打ち方〉ココカラ〈数字記号） 5 c コンマ記号） 8 c数字記号〉キロ ノチテンデトマレ

＼I
ノ

じ向と
母

〉
線
分

て
除
し
帰
線

と
（
除

法
画
帰

3

原

第

日
子

（
第
分

一
数
一
は
は

一
一
棒
序

一
分
一
機
順

（例文〉パケバ十水をいれろ

〈打ち方〕バケツニ（数字記号） 3 c帰除線） 4 c数字記号〉ミズヲイレロ

百亙｜（第3法として
順序は 整数（コンマ記号〉分子（帰徐線〉分母

〔数字記号の送受信〕

送信者は， 信号文の中に数字があ ったと きには

その数字の前七数字をうち終わったときに，数

字記号を送ります。受信者は，その数字記号を見

3ナキロ前方ほ物あり きがせ（例文〉

（打ち方〉 （数字記号） 3 cコンマ記号） 1 c帰除線） 2 c数字記号〉ゼンポウニタカラモノアリ

サガセ

一比一



送，受するか，信号文の中の数字の重大きがわか

るものです。

ｧ 5 かなづかいの問題

日本の手旗信号は，日本船舶信号法によって通

信が行われています。それは，運輸省できめたも

のです。

信号文は，一度かな文字iとしてから， ζれを符

号や，形象にかえて送信します。それを，同じく

かな文字だ、受信しτから，信号文に直します。

例 （信号文〉

全員午後 3 時までにもみの木の下にあつまれ

〈送く受〉信の本文〉

ゼンイン数字記号 1500 数字記号マデ、ニ

モミノキノシ タ ニアツマレ となります。

信号法では，送受信の文字数をすとしでも少な

くする必要から，現在使われているかなづかいと

はまったく異なった，信号法独特のかなづかいを
かんしゅう

慣習によって使っています。 〈第11表は，参考ま
でに日本船舶信号法による，かなづかいを表にし

ました〉

信号法では，かなづかいのなかで、次のような ζ

とを注意しています。

(1) ヰ，オ，ヱ等は，イ， ヲ，エ tと直して使いま

す。 （ただし，オは，日本語化した，外来語の固

有名詞にのみ使います。例オートパイ〉

(2) 現在日本語では，長音記号は使いませんが，

外来語を日本語の読みかたであらわすときには，

長音記号を使います。

例 モーターボー ト，ロープ，ケーキ，ニュ ー

ヨ ー ク等です。

(3) 助詞は原則として， 発音どお りに使います。

例 「学校へ」 は， 「学校ェ」

「班長ノ＼」は， 「班長ワ」 を使います。

ζζで，信号法によ る かなづかいで，信号文を

\ 

作ってみました。

信号文隊長は，上級班長をつれて本日，早朝

急行で上京した。

かな文 タ イテウワゼ、ウキウハンテウヲツレテ

ホンヒソウテウキウコウデ、ゼ、ウケウシ

タ (35文字〉

どうで、すか，すらすらと読めましたか？ まる

でクイズのようですね。なぜζんなかなづかいを

するのかというと，たびたびいっているように，

1 字でもすくなくして，早〈信号を送るという乙

とから， ζ のようなかなづかいをするのです。

現在のかなづかいですと次のようになります。

タイチョウハ ジョウキュウハンチョウヲツレ

テ ホンジツソウチョウ キ ュ ウコウデ：；－ョウキ

ョウシタ（44文字〉となります。

信号法のかなづ、かいとの差は， 9 文字になりま

した。しかし，いくら文字の数が少なし早〈送

る ζ とができても， ζの信号法のかなづかいで

は，スカウトのみなさんは，手旗を うつ ζ とはで

きません。それは，スカウトのみなさんは，今，

学校で，勉強しているかなづ、かいに従わないとた

いへん ζ まります。さいわい，船舶信号法の規則

のなかで， 「必ずし も 本表（第11表の船舶信号法
こうそ〈 ど巴ゆ 売れ

のかなづ、かい表〉に拘束せず，誤支の憂いなけれ
ばよい」とありますので， スカウトの信号は，現

在使われているかなづかいを使って， 信号を送り

受けるようにしましょう。

ただし， きみたちが，海洋で他の船舶と手旗の

交信をかわすときには，日本船舶信号法による，

かなづかいでないと通信はできません。

〈ζの記事は，スカウト誌Nn88～Nn94中村知氏の

「ぼくの信号勉強法」を改訂したものです。なお，

参考文献として杉浦昭典，近藤太共著『船舶信

号の解説』を使用しました〉

一円一

第11表信号のかなづかい表

信号のかな｜ 現在のかなの読み方と書き方 信号文の例

労働（ロウドウ〉 波浪（ハロウ〉

ニ ウ ーュ ウ，ーュー 人需（ニウコウ〉 牛乳〈ギウニウ〉

ホ ウ ホー，ホウ 報告〈ホウコク〉 訪問〈ホウモン〉

ヘウ ヘョー，ヒョウ 漂流〈へウリウ〉 表面〈へウメン〉

トウ トー， トウ 東京（トウケウ〉 投錨〈トウベウ〉

チ ウ チュー，チュウ 中止（チウシ〉 昼夜〈チウヤ〉

ウ リュー， リュウ 流速くリウソク〕 旗疏（キリウ〉

ヨ ウ ヨー， ヨウ 用意〈ヨウイ〉 大洋（タイヨウ〉

レウ リョ ー ， リョウ 了解〈レウカイ〉 涼風〈レウフウ〉

ソウ ソー，ソウ 掃海〈ソウカイ〉 走錨（ソウベウ〉
、y ウ ツ ー，ツウ 通信〈ツウシン〉 苦痛〈クツウ〉

不 ウ ニョー，ニョウ 尿道（ネウドウ〉 女房〈ネウボウ〉

ノ ウ ノ ー，ノウ 能力〈ノウリョク〉農業〈ノウゲウ〉

ク ウ ク ー，クウ 空気（クウキ〉 真空（シンクウ〉

ケウ キョー，キョウ 教練（ケウレン〉 補強〈ホケウ〉

フ ウ フー，フウ 風向（フウコウ〉 富貴（フウキ〉

コ ウ コ ー，コウ 航行〈コウコウ〉 学校（ガツコウ〉

テウ チョ ー，チョウ 隊長〈タイテウ〕 長波（テウハ〉

キ ウ キュー，キュウ 至急（シキウ〉 救助〈キウヲョ〉

ユウ ユー，ユウ 郵便〈ユウピン〉 夕立〈ユウダチ〉

メ ウ ミョー， ミョウ 明朝〈メウテウ〉 妙技〈メウギ〉

シウ シュー，シュウ 終了（シウレウ〉 収入（シウニウ〉

モウ モ｛，モウ 猛火〈モウカ〉 消耗〈セウモウ〉

セウ ショ ー， シ言ウ 商船〈セウセン〉 哨戒〈セウカイ〉

スウ スー，スウ 数量〈スウレウ〉 数学（スウガク〉

ボウ ポー， ポウ 暴風（ボウフウ〉 防火〈ポウカ〉

ベウ ヒFョ ー，ピョウ 錨地〈ベウチ〉 病気〈ペウキ〉

ドウ ドー， ドウ 動力〈ドウリョク〉合同〈ゴウドウ〉
ゾウ ゾー，ゾウ 造船〈ゾウセン〉 増加（ゾウカ〉
グウ クー一 ， グウ 偶然〈グウゼン〉 境遇〈ケウグウ〉

ゲウ ギョー，ギ ョ ウ 漁業〈ギョゲウ〉 行列（ゲウレツ〉

ゴウ ゴー，ゴウ 号令〈ゴウレイ〉 合格（ゴウカク〉
ギウ ギュ ー， ギュウ 牛肉〈ギウニク〉
ラウ L、事ノューー ， ユ吋ノ ュ Jツ~ 重量〈ヲウレウ〉 従事〈ヲウヲ〉
ゼウ L、事ノヨ戸ー ， 、ノ、－ ヨ－ソ~ 情報（ゼウホウ〕 乗客〈ゼウキャク〉

ヂョー，ヂョウ

ポウ ポー， ポウ 電報（デンポウ〉 一方（イッポウ〉
ペウ ピョウ，ピョー 発表（ハッベウ〉 群氷〈グンぺウ〉
ピウ ピュー，ピュウ

ズウ ヅー，ズー，ズウ，ヅウ

ミ ウ ミュ｛， E ュウ

~ ヂ，ツ

ズ ツ，ズ
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ｧ 6 進級課目と手旗信号

ボーイ スカウ ト の進級課目の中で， 手旗信号は，

次のように規定されています。

1 . 2 扱スカウトの手旗信号

2級スカウ ト の手旗信号については， 規定 843

条， 4. 通信（ 2 ）のなかで， 「片かな手旗信号で，

50音 と数字が発信， 受信できる」となっていま

す。

ζ れは， 通信文の形で発信したり ， 受信したり

するものではなし 50音（48文字〉と数字〈零原

画から第 9 原画まで〉の発信と受信ができれば，

2級スカウト Kなれます。数字をうっときは， 数

字の前後lζ数字記号 〈第13原画〉を入れる ζ とを

わすれないようにします。

2. 1 級スカウトの手旗信号

1 級スカウ ト の手旗信号については， 規定 844

条 4 . 通信（ 2 ）のなかで， 「片かな手旗信号で，

30字程度の通信文の意味を間違えずκ発信， 受信

できる」となっています。

ζの課目は， 特修章の 9 ， 通信章課目の 2 と共

通のものです。

…·30字程度の通信文の意味を間違えずに…

とあるのは，交信符号〔起信， 応信， 消信， コン

マ〈読点〉，カッコ ， 小カッコ，中継， 略語，句点，

班 長 の

手 旗 信号 指 導法

( 4) 

新章， 問符， 終信， 解信， 濁点，半濁点，帰除線，

長音， 数字記号〕を使って， 正確に通信文を送っ

たり ， 受けたりできる ζ とです。

30字程度とあるのは， 通信文が必ず30字なけれ

ばならない と いうものではなし 30字前後でもよ

いのです。 〔通信文の例〕 各班は， 午後 3 時に

3 名のスカウ ト を隊本部によとせ。

送， 受信の文……カクハンハ 数字記号1500数

字記号 ニ 数字記号 3 数字記号メイノスカウ ト

ヲタイホンブニ ヨコセ (32字〉

3 . 技能章と手旗信号

手旗信号は， 技能章課目20. 信号章のなかで，

次のように， 考査課目が示されています。

1. 手旗交信法を知 り， 野外の 150 m以上

離れた 2点間で正しい交信符号と手順を用い

て， 小数および， 帯分数を含む， 150 字の通

信文を ， 1 分間35字の速度で発受し， 10字以
上を誤らぬ ζ と。

3. 500 m以上距った任意の地点を実際に

選ぴ， との聞を手旗信号法を用いて連絡する

ために必要な中継所の配置， 所要資材および

人員を計画立案する こ と。

手旗信号Kついては， l と 3 の細目のとおりで

すが， 信号章は， むずかしいので l級スカウト以

一 l'l -

上でないとパッツはとれません。しかし細自にい

どむのは， 初級スカウ ト からでもできます。

進級課目の細目と ， 技能章課目の細目とは， 合

わせてパスができる道があるわけです。 ζ のよう

に課目をノTスすれば， 富士スカワ ト lζなるのがよ

ほど早くなります。みんなで，進級する。技能章

’をとる。……という望みをい？ごし、て，手肢を練習

しましょう。

ｧ 7 送信と受信の練習

1. 送信の練習

あなたは，イロハ48文字をどのような練習方法

でおぼえましたか。 48文字のなかから，どの文字

を指定されても ， その文字をすぐ、lζ手旗で打つ ζ

とができますか。まだイロハから JI買に打っていか

ないと ， 指定された文字を思いださないようで

は， 手旗の勉強が不足しています。

ζ れから送信と受信の勉強をしていきますが，

48文字がしっかり頭の中K入っていて， いつでも

その動作が出て ζ なければ通信はできません。

・ 無意味文での練習

ζζK, t~t：·文字を並べただけの， 意味のない

原稿を作ります。 （イロハの順序をくずして並べ

たもの〉 例． スマシウヨキンベニメヅマリカツ

シ。 ζ れは文字を広くおぼえるためと ， どの文

字でもすぐに打てるための練習文です。最初は，

短く 15字ぐらいから始めます。次は， 20字ぐらい

の原稿を作り練習します。 5 字ずつ字数をふやし

て， 50字から 60字ぐらいはいつでも手旗で打てる

ようにします。 ζ の練習は， 2 人 1 組で練習しま

す。それは， 諌習文が意味のない文字を並べただ

けのもので， 記憶する ζ とがむずかしいからで

：す。もう l 人の人K読んでもらいます。

ζ の練習では， ただ文字を打つだけではなく ，

動作K速度をつけていきます。信号章（技能章〉

では， 1 分聞に35字と指定されています0 t：·れで

も最初からそんなに早〈打つ乙とはできません。

初めは， 1 分間lと 5 字から 8 字ぐらいの速度で

練習をします。なれてきたら，字数をふやしてい

きます。

〈船舶信号法の規定では，送信速度は 1 分聞に55

字となっています。船員の中でも早い人は 1 分間

~r 60字以上で，しかも完全に送信と受信ができる

そうです〉

しかし， ζζ で注意したい ζ とは， 早い速度で

打つという ζ とで， 原画がくずれてしまう ζ と で

す。どんなに早〈 打っても ， 原画が正くなければ，

相手の人がまちがって受信をしたり ， また読み取

るのKζ まります。特K, 2 動作， 3 動作ででき

ている文字の場合は， 1 動作， 2 動作の連続では

じめて文字になります。 ζ の連続動作の途中で原

姿にもどってはなりません。また， 文字を 1 字打

ち終わるごとに必ず正しく原姿にもどります。

早く手旗が打てるポイントは，原姿から 1 つの

原画K旗が移る と き ， また連続動作で原画から次

の原画lと移るとき ， 旗の移動を最も短い距離をと

おるよう K します。

・ 通信文での練習

l つの通信文を作り ， その原稿によって送信し

ます。 ζ れは ， 普通の通信文を読んで， 片かなに

直してから送信します。

例．通信文…かつ ζ う班は三角点 827 IL行け

片かな文…カツ コ ウハンハサンカクテン数字記

号 827 ニユケ。

なれてきたら ， 通信文の文章を片かなに直きな

いで， そのまま送信する ζ とができるようになり

ます。練習の方法は，前の無意味文のときと同じ

方法で練習します。少ない字数から 50字ぐらいま
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で，速度は，始めにゆっくりと，だんだん早くし

て， 1 分間lζ30宇ヤらいの送信速度が出せるよう

にします。

2 . 受信の練習

発信の練習と同じよう K，意味のない文から始

めます。 48文字をどの文字でも受信できるように

なったならば，次は，通信文が読めるようにしま

す。 ζの通信文も最初は，短い文で作られている

ものから，長い通信文にかえていきます。

発信速度を少しずつ早めてもらい，受信能力を

高めていきます。最終的には 1 分聞に50字ぐらい

受けられるようになります。

・練習方法

練習は， 2人 l 組となって，送信と受信を交代

しながら練習をします。まだ練習の途中では，ど

うしても読みとれない苦手の文字もあるでしょ

う。苦手な文字は，特lと通信文の中に多〈 λ れ

て，他の文字以上に受信できるまで練習をしてく

？どさし、。

また受信には，筆記受信（書きとり受信〉があ

ります。 1 人が読みとりながら発声していきま

す。それをもう 1 人が聞きながら書きとっていき

ます。読む人も，書きとる人も最初の頃は，わか

らない文字が 1 字ヤらいあっても， ζ れに ζ だわ

っていると，後から送られてくる文字をかえって

読み（書き〉まちがえるという ζ とがあります。

1 字ぐらいの不明の文字は，そのとき は捨てて

しまい，次lと送られてくる文字を完全に受信する

ように心がけてく Tごさい。

通信文のときは，前後の関係で 1 字ぐらいとれ

なくても，後で文章になおしたときにわかる場合

もあります。

3. 総合練習

とれは， 2人で 1 組になり， 2組以上作りま

す。それぞれの組の距離を 100 m ぐらい聞き，話

しができないようにします。呼びかけの声が聞 ζ

える距離ですと，手のほうが動かずに，口だけで

やりとりをする場合が多いからです。

これで， 2 人送，受信をします。 1 人が通信文

を読みあげて， 1 人が手旗を打っていきます。

受けるほうは， 1 人が文字を読みとり， 1 人が

書きとっていきます。 1 つの通信文が終わった

ら，送信と受信の組を交代し，組の中では，読み

手と書き手を交代します。

ζ の 2 人 1 組の組通信が十分にできるようにな

ったならば，次は， 1 人で通信文を記憶して，発

信します。受信者も 1 人で通信文を受けられるま

で練習します。

へヒセテヱ力
エ

ネ
ヤ

オ
チ

字
イ
ヌ

脱
ケ
ロ

・手旗練習のポイント

手旗の練習には， 7 分 3 分の法則というものが

あります。乙れは，送信練習 7 分K対して，受信

練習は 3 分の比率で練習しなさいという ζ とで

す。送信は，受信よりもそれだけむずかしいの

で，受信以上lζ練習の必要があるという ζ とで

す。

ま Tこ，手旗の練習は，ある程度上手になるま

で，毎日短い時間でよいから，続けて練習するこ

とが上達の早道です。

・総合練習の採点

総合練習の採点として，最初に 100 点を各人が

持ちます。送，受信で，その人の責任でまちがい

があったとき減点していきます。

ｧ 8 手旗の交信法

交信法には，一定の制式，きまりがあるのです。

そんなものを無視しでも交信はできますが，それ

は， Jレールのない野球みたいなもので，ほんもの
ではありません。乙 ζで正規の交信法を勉強しま

しょう。正規の交信法とはどんなものか，いろい

ろまよう人がしごるようです。そ ζ で私は，船舶信

号法という法則について勉強しました。
誤字〈誤って送，受信した文字〉

脱字（受信者がとれなかった文字〉

冗字〈通信文以外の余分な文字〉

発信者の原画のわるいもの

-10点

-5 点

-3 点

-5 点 1 .原則

交信法は，次によって行われます。
次の表は，統計上，誤字，脱字がお ζ りやすい

文字です。練習のときから注意して，まちがいを

少しでもなくしてください。
c 1 ）起信

送信者は，受信者iζ向かつて

起信形象をあげて，受信者の応

答を待ちます。 （受信者の応答

があるまで何回でもあげます〉

」~まちがいやすい文字（誤りの多い順になっ

ています〉

誤字

ヱとネヤとヌルとケソとメ コとユ

チとケ（受信で書きまちがえるときが多 Lつ

ヤとカヰとサへとノ ワとラキとヰ

セとモアと力テとミナと力 ウとラ

(2 ）応信

受信者は，送信者の起信形象を見？こならば，筆

一之l

記の準備をしたうえで，応信形

象をうって応答します。この場

合，送信者の起信形象がおろさ

れるまで，応信形象を続けま

す。

(3 ）送信

送信者は，応答を確認してか

ら起信形象をおろし，本文

（通信文〉を，原画どおり正し

く打ちます。送信が終わったな

らば，終信形象（第12原画〉を少

し長自に上げて送信の終わった

ζ とを知らせます。

(4）解信

受信者は，通信文の全部を解

読できたとき，解信形象を送り

ます。

応信形象

十｜十

終｛言形象

4-1-

jy平信形象

＜＇ ツ

', ',,V / 
、 T I 

以上で交信法の原則はおしま

いですが，船舶信号法では，（3)

の送信のとき，送信の開始をは

っきりさせるために，発動形象

〈第14原画〉を使います。 ζの

発動形象は，例えば，ヨーイ，

ドンみたいなもので，ヨーイの合図に第 14 原画

発動
（第 1 4原岡）

三ト

〈赤旗〉をあげ， ドンという合図として，赤旗を

きっと，あろします。おろすと同時に本文を送信

します。

ζ れで交信法の全部がすんだのではありませ

ん。それは，交信中いろいろなトラブルがおきた

とき，どのようにするのか，その方法を知ってい

なければ，通信ができません。その方法をのベて

いきます。

一一之 Z，一一



2. 一部消信

ζ れは，通信文の一部を取り消すとき κ使いま

す。

(1) 送信者が，ある文字を打ちまちがえたり，

脱字をしたりしたとき。

(2) 受信者が， ある文字がわからなかったり，

ζ れはおかしいぞ，と思ったとき。

IL，どうするか，という方法です。

(1）の場合，送信者が送信中， 誤字や脱字等を出し

て， 「あっ ， しまった」と気づいたら，すぐに ζ

れを取り消すためK， 消信形象 （第14原画〉をあ

げ， 3 回以上連送します。その i資信形象

後，続いて誤った個所の数文字 __ ..._ 

前から，〈り返して送信しま 、、｜

す。｜

（数文字前には別にきまりはあ ! 

りませんが， 語句の切れ目，句点，カッコおよび

数字等，区切の良い個所から送るほうが，受信者

lとはわかりやすいでしょう〉

例 ホンブニフタリヨコセ と打つのを， ホン

ブニフタツと打ちまちがったとき ， そ ζ でj自信形

象をあげて， フタリヨコセと打ちなおします。

(2）の場合，受信者のほうから消信形象をあげま

す。受信者が， 受信中にわからない個所に気付い

たとき，ただちに消信形象を数回あげ，わからな

い個所の数文字前を指定して，「……カラサラ」と

打らます。 サラ とは， 「再送してくだ注 L、」とい

う意味で，信号上の手続記号の 1 つです。

送信者は， 受信者の消信記形と，手続記号を確

認した後，解信形象を送り ， 続いて，受信者の指

定した個所から再送します。

受信者は， 送信者の再送で，不明の個所がわか

った場合， 送信者の発信中でも ， 解信形象をあげ

ます。 ζの解信形象をあげないと，送信者はいつ

までも同じ信号をくり返さなければなりません。

送信者は， 受信者の解信形象で再送をやめます。

例送信者＝ A 受信者＝ B

いて手続記号の「サラ」を連送します。

送信者は，受信者の信号を確認した後，消信形

象を数回あげてから ， 原則どおり交信します。

例送信者＝ A 受信者＝ B

B • A 消信形象（数回〉 サラ

A • B 消信形象起信形象

B • A 応信形象

A • B 通信文を発信し，後の交信は， 原則

どおり進める 。

A >B ホンブニフタリヨコセ

B • A 消信形象（数回〉ホンブカラサラ

A • B 解信形象 ホンブニフタリ

B • A 解信形象

A • B 再送をやめて，本文の続きを送信する

（乙の場合，起信形象はいりません。〉

3 . 全文消信

ζ れは，通信文の全文を取り消すとき、に使いま

す。

4. 長い通信文の文信

長い通信文は，一度に全文を送っても，正確に

受信きれない ζ とがあります。送信者は， 発信の

前に，通信文の切れ目のよい所で区切っておきま

す。その区切りごとに句点形象（第14原画〕を あ

(1) 送信者が， 今まで打った全文を取り消すと

き。

(2) 受信者が， 通信文の全文を解読できないと
げます。受信者は，送信者の句 句点形象

き。
点形象を了解したならば， 解｛言 、l

形象をあげます。 可

送信者は，受信者の解信形象 I 

が出るまで原姿にもどってはい

けません。解信形象を確認した後，原姿にもど

り，続いて通信文を打っていきます。

ζ の場合，起信形象はあげずに通信文に入りま

lこ，どうするか， という方法です。

(1）の場合，送信者は，送信した通信文の全文を取

り消すには，消信形象を 3 回以上連送し，続いて

終信形象をあげます。

受信者は，送信者の？自信形象と ， 終信形象を確

認したら，ただちに，消信形象と，終信形象をあ

げて応答します。送信者は， 受信者の応答がある す。

まで原姿lとかえってはいけません。 例送信者＝ A 受信者＝ B

A • B 通信文句点形象〈解信形象が出る

まで原姿にもどらない〉

B • A 解信形象

A • B 原姿にもどり ， 通信文を打つ

〈 ζ の場合，起信形象はいりません〉

例送信者＝ A 受信者＝ B

A • B 消信形象（ 3 回以上連送〉終信形象

〈受信者の応答があるまで， 終信形象をあげて

まつ〉

B• A 消信形象終信形象

A 原姿にかえる。

(2）の場合， 受信者が， 受信中または， 受信が終わ

った後で， その通信文の全文が解読できないの

5. 2 つ以上の通信文を続けて送信するとき

ζれは，内容のちがった通信文を 2 つ以上，続

けて送信する場合です。送信者が 1 つの通信文を

打ち終わり，続けて他の通信文を送ろうとするとで，再送をたのむとき，消信形象を数回あげ，続

ーリー

き，終信形象lとかわり ，新章形

象 〈第 7 原画〉をあげます。受

信者は，送信者の新章形象を確

認したならば，新章形象をあげ

新章形象

IL 
て応答します。 〈 ζ の場合，受

信者は， 解信形象をあげません〉

送信者は， 受信者の応答（新章形象〉があるま

で，自分のあげた新章形象をおろしてはいけませ

ん。

2 つの通信文を送ると きの手順

例送信者＝ A 受信者＝ B

A • B 起信形象

B• A 応信形象

A • B 第 1 通信文新章形象

B• A 新章形象

A • B 第 2 通信文終信形象

B • A 解信形象

0 交信上の手続記号について

今までのと ζ ろで，手続記号という言葉がでて

きましたが， 手続記号というのは，お互いに信号

を送り ， 通信文を取りかわす うえで， ある意味

を短い文に直した，略語的な記号です。 ζの記号

（略語〉は，手旗信号だけではなく， モー Jレス信

号等にも使用します。

手続記号表 〈一部）

手続記号｜ 用 途

通信文の全部， または一部の再送を求
サラ

める場合IL使用する。

通信を一時中断するとき，または，ー
マァ

時中止するときに使用する。

通信文を筆記させるときに使用する。

肯定（よろしい〉を表わすときに使用

する。

化
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班長の

手旗信号指導法

6 交信を一時中止するとき

ζれは交信中，送信または，受信を一時中止す

るときに使います。

(1）送信者のほうから，一時送信の中止を伝え

るとき。

(2) 受信者のほうから，一時送信の中止をたの

むとき o

K, どうするか， という方法です。

(1）の場合，送信者が，通信文のあやまりを発見

したとき，またその他の理由で送信ができなくな

ったときに， 句点形象 （第14原画〉をあげ，続い

て手続記号の「マテ」を数回連送します。受信者

は， ζの「マテ」を確認したら解信形象をあげま

す。送信者は，受信者の解信形象を認めた後，中

止します。

例送信者＝ A 受信者＝ B

A→B 句点形象マテ

B • A 解信形象

A • B 交信を中止する

(2）の場合，受信者が受信中K，通信文κ対して

疑問がでたとき，またその他の理由で受信ができ

なくなったとき，送信の中止を求めるために， 消

｛言形象を数回打った後，続いて「マテ」 を数団連

送します。 ζ れを認めた送信者は，送信を一時中

止します。この場合，送信者は受信者に対して，

解信形象はいりません。

(5) 

例送信者＝A 受信者＝ B

B→A 消信形象マテ

A • B 送信を中止する〈解信形象はいらな

7 交信を再開するとき

ζれは，一時中止した交信を再び開始するとき

に使います。

(1）送信者からの再開

送信者から再開するときは，交信法の原則どお

り，起信形象を連送し，受信者の応｛言形象を認め

た後，先tζ中断した通信文の続きを送信します。

（送信を中止した文字の，数文字前の区切りのよ

いと ζ ろから送信を始めます〉

(2) 受信者からの再開

受信者から送信者K交信の再聞を要求するとき

は， 応信形象を打ちます。送信者は ζの応信形象

を認めた後，交信法の原則どおり起信形象から始

め，通信文を送信します。 ζの場合の送信は前と

同じよう K，通信文の中断された続きから（数文

字前から〉送信します。

例送信者＝ A 受信者＝ B

(1) 送信者からの再開

A • B 起信形象

B• A 応信形象

A• B 送信（先の通信文の続きから〉

- 25" ー

(2) 受信者からの再開

B ー＞A 応信形象 （再開の要求〉

A • B 起信形象

B • A 応信形象

A ー.， B 送信（先の通信文の続きから〉

8 通信文を筆記させるとき

ζれは通信文が長いとき，または通信文が重要

な文であるため，筆記を必要とするときに使いま

す。

送信者が，受信者に筆記を命ずるとき，通信文

の前に手続記号の「力ケ」を数回打ちます。受信

者は， ζ の「カケ」を認めた後，筆記の準備がで

きたならば，手続記号の 「ヨシ」 を打って答えま

す。 送信者は， 乙の「ヨシ」を確認した後，通信

文を打っていきます。

例送信者＝ A 受信者＝ B

A 'B 起信形象

B • A 応信形象

A • B カケ

B • A ヨシ（筆記の準備ができた後〉

A • B 通信文

'O 筆記受信の方法

手旗で交信をするときは，いつでも筆記ができ

るように準備をしておきましょう。いつ指定の

「カケ」が送られてくるかわかりません。指定を

受けてから，筆記用具や用紙を用意するようでは

スカウトのモット ーである、そなえよつねに、と

はいえません。

短い通信文ではそのまま記憶する ζ とは簡単で

すが，長い通信文では，送られてくる文字を全部

記憶する ζ とはむずかしい ζ とです。この場合lζ

筆記受信をします。筆記受信も， 2人受信のとき

は別に問題はありませんが， 1 人で受信をすると

なると，送信者から目を離す ζ とができません。

かといって筆記の手を休めるわけにもいきませ

ん。

ζ 乙で筆記受信の方法をのべてみます。

(1）筆記受信の用具

まず写生のときに使う画板を受信板として使い

ます。また受信板として作ってみるのもよいでし

ょ っ。

〔材料〕 ベ ニ ア板（30crn × 40crn × 3mm) 1 

枚，ひも (lm くやらいの丈夫なもの） 1 本 ク

リップ（紙ノてサミ） 1 個

〔作り方〕図のようにベニア板の対角 A, B K穴

をあけ，ひもを通して，下でむすんでとめます（と

めむすび， または 8 の字むすび〉。 ベニア板の面

にベニア板と同じ大きさの紙をはりつけます。と

れは，ベニア板の板自に鉛筆が入って，筆記のじ

ゃまを少しでも防ヤためです。

図 l 受信板

〔使い方〕ひもを肩からかけて，ちょうど板が胸

に当た るくれらいに，ひもの長さを調節します。写

生のときより高い位置になります。

受信用紙をクリップでとめておきます。 ζ の用

紙は， あまり小さいと筆記しているとき，鉛筆が

用紙からはずれてしまい，それに気を取られて，

受信のほうがおろそかKなります。十分な大きさ

の用紙を使いましょう。

〔筆記用具〕筆記用具としては，鉛筆が一番良い

でしょう。ただし鉛筆をあまりとがらすと，筆記

中に折れるおそれがありますので注意して〈だき

ー必ー



い。ボールぺンは，ちょっと良いように思われま

すが，筆記中はぺン先を嘘実iζ見ていない ζ と，

受信板がかたむいているので，ぺンの角度が平常

と異なり，筆圧が一定ではないために，インクの

出が悪〈文字が書けない場合がでてきます。

(2) 筆記の方法

0 1 の方法

〔書き方コ横書と縦書がありますが，数字などの

筆記を考えると，横書きになれたほうがよいでし

ょう。しかし筆記受信の書き方は，平常の書き方

とちがい，目で文字をとらえる ζ とができ ないの

で，感覚的iζ書いていきます。その方法は，

①左手を用紙の上に横lζ定規のように置きま

す。

②右手の鉛筆の先を， 左手の入さし指と親指と

の間lζ当てます。

③ 1 字書くごとに， 左手を横IC （右のほう lζ〉

進ませていきます。 乙のとき指（左手の人さし

指 と親指〉と鉛筆の関係位置を変えてはいけま

せん。

④ 1 行書き終わったならば，右手はそのままに

して，まず左手を左に，前の行より 1 行下 IC移

します。

⑤ 次に右手を前と同じように，左手の人さし指

と親指の聞にもってきます。

⑥ 以上の手順を繰り返しながら筆記していきま

す。しかし乙 ζ で注意しなければならない ζ と

は，行を変えるために，左手が移動している間

でも通信が送られてきますから，用紙のはしま

で書き込まないで，少し残して左手を移動しま

す。乙の残し方は，中指が紙のはしに来Tことき

に左手を移動します。乙の残された と ζ ろに，

移動中送られてきた文字を筆記します。

0 2 の方法

①～③の手順 うため，筆記にかかる負担を少しでも軽くするた

めに，筆記の手元は，｛可の不安もなく書取れる状

態tとしておく ζ とです。

8 中継法

中継法というのは， A士山点

と B地点の間で交信を しよう

とするとき， A, B聞の距離 ι干
④～⑤の手順 仏

本

，
rノ
ノi

 

が遠いとか，その聞に障害物

などがあって，直接交信がで

きない場合， A, B聞に別の交信地点Cを置い

て， Aからの発信を， Cが受けてB K通信文がと

どくよう中継する方法です。

c 
A B 

A ’ E R 
、 L一一一I ----’ u 

c 1213 1 の方法での筆記がなれてきたならば，視角内

で文字を書取る方法を練習して ください。との方

法は， 図の 2 のように， 視角の内で，送信者の手

旗の動きと，送られてくる文字を受信用紙K書取

っていく作業を同時K行うものです。

自分で一番書取りやすい位置に，受信板をもっ

－ 中継の交信法

中継の交信は次のように行われます。

送信者Aは，中継者C K中継形象を送ります。

中継者C は，送信者Aの中継形象を認めたなら

ば，応信形象を打って答えます。

送信者Aは，中継者Cの応信形象を確認した後

通信文を送ります。

中継者Cは，通信文を解読したならば，解信形

象を打ちます。そして次は，受信者B t乙対して起

信形象を打払受信者Bが応信形象で、答えた後，

送信者Aから受けた通信文を送信します。

中継者C は， 受信者 B との交信が終かったなら

ば，次は，送信者AK向わって起信形象を打ちま

す。

（曾 ヤ
121 2 

てきます。乙の場合あまり眼に近づけても，文字

を書取りにくくなります。準備として，受信用紙

にあらかじめ， 2 cmの幅で、線を百｜いたものを作っ

て置くと，行をまちがえずに筆記できます。

書取りの文字の大きさも， 1. 5cmから 2 cm ヤらい

の大きさに書くようにしたほうが，眼がつかれま 送信者Aは，中継者Cの起信形象を受けて，応

信形象を打ちます。中継者C は， ζ の応信形象を

認めた後，解信形象を打ちます。送信者A は， ζ 

せん。

乙の方法で注意する ζ とは，感覚を 2 分して使

-2マ

の解信形象を受けて，同じく解信形象を打つ｛

ζ の中継交信を終わります。

例送信者＝ A 受信者＝ B 中継者＝ C

①送信者から中継者へ

A • C 中継形象（起｛言形象はい らな Lワ

C • A 応信形象

A • C 中継形象，通信文，終信形象

C • A 解信形象

② 中、継者から受信者へ

C • B 起信形象

B • C 応信形象

C • B 中継形象，通信文，終信形象

B • C 解信形象

③ 中継者から送信者へ

C ー＞A 起信形象

A • C 応信形象

C 'A 解信形象（受信者が通信文を受け取っ

たことを意味する〉

A • C 解信形象

中継法で注意する ζ とは，送信者A と中継者C

は，通信文の前に手続記号の「ハツ」と「アテ」

を忘れずに入れる ζ とです。 「ハツ」は，発信者

名の ζ とで，（例00隊長，隊本部など〉 「アテ」

は，通信文の受信者Bの乙とです。 （例00班長

など〉。 前記の例からいうと，①のA→C，②C

→B のときに次のようになります。

A • C ハツ 00隊長

cc • B) 

通信文

終信形象

- 2.S1' -



とですが，実際の距離より近くに見える場合と，800 m~ 1, OOOm 7 倍双眼鏡

遠くに見える場合があります。

0手旗の動きがはっきり見える場合

－天気が晴れて明るいとき

・雨の後で空気が澄んでいるとき

・太陽を背lとして交信者を見たとき〈！｜買光線〉

ヤらいが，陸上での最大距離となります。

どの位い物が

見えるかというと，手旗をうつ入の姿は，

い次のように見えます。

？ごい Tこ

300 m~ 500 m の距離というのは，
の

手旗信号指導法

( 6 ) 

長班

口と目がはっきり見える50m イ．

0手旗の動きが見えにくい場合目が点のよう lζ見えるlOOm ロ．

－天気が曇っていてうす暗いとき

・霧や雨がふっているとき

ボタンその他，服装の細かな部分

がまだ見える

200m ノ＼．

じゃまをして，第10原画とまちがうおそれがありｧ 9 交信上の注意点
・薄暮（夕暮〉払暁〈明け方〉空気のにとってい顔が見える300m 

ます。交信の方法をすっかりおぼえ今までの練習で，
るとき脚の動くのが見える400m ホ

勢0姿しかし，実際に野外で交信し？こ乙とと思います。
自の出と夕日のとき〈赤旗が見え・晴れた日の，服の色が見える。500m ""ｷ 自分の立つ位置をいつも確認しま

す。足もとがぐらつくような場所はさけて 1 だき

交信者は，てみるといろいろな問題がでできます。
lとくい〉

例えば，手旗の見える距離，手旗を打つ人の服
・真夏の暑いときのかげろうの中〈春lともお ζ る〉｛民天(2) 

い。両脚は左右に少し開いて，楽な姿勢をと 周りま装と背景，天候などを考えなければなりません。
・太陽にむかうとき（逆光線〉その時の天候によっ距離が一定であっても，

まちがす。交信中に足もとを気にするようで、は，ζ れらについて注意する ζ とをのべてみます。

以下次号に述べます。地形と背景(3) 

て，手旗の動きに遠近がでできます。

ζ れは，距離を目測するとき K も注意されるこ
いのもとになります。原画は，正しい姿勢でない

名称 II三 u~ i[ if1i 
；［~ 

面 JfJi:；の動 か し ：jj 
用途および

pj 

注な事 J~［

手羽tの基本姿勢です。 各Jiヨ fl＇.に -ft る場合は l ’Jご

市 品 品
而手をからだにつけてドにのはし、腕と と ま たは、各記号ご と に必

原
手首とを一直線にします。 ず原姿にもど り ます。

jilij j旦を半歩聞いて、体重を ~r,j j込に平均に
姿

かけて、安定した姿勢を と 1 ） 、交信者一に

正しく f(;j います。

左手（白』dt) は際、姿のままにして、正I手 数’ j·: J杉朱の本 （ 0 ）として

+ 
〆包’＼、、 －－－『『- （赤紘）の併を 1U1 げずに、真下よリ mの

高
｛出います。

1千

民民 l~l節でたに回して大きく Pi を向きま す。
mi: 

j1li1 

f<lij手を左右水平に口敏にあげて一直線に 数cj':Jf~ 事Lの l としてii上い ま

；十 面支口 γ 
します。 す。

表象芳三画原

と正確に打てません。

2. 交信の距離と状況

1. 服装と姿勢

交信者の服装は，配色から考えて，

ウトのユニフォームが一番良いでしょう。夏にな

ボーイスカ

装0服

離距c 1 ) 

手旗信号は，視覚という感覚を土台とするもの白旗がち白い下着で交信をしていますが，ると，

ですから，交信者聞の距離がどうしても制限されょっと見えにくく感じます。冬は，防寒衣（ジャ

ます。だいたい手旗信号で交信できる距離は，船ンパーなど〉の色に注意してく Tどさい，特に赤色

〈海上で，視覚をさまたげるもの舶の場合でも，系統のものは，赤旗を見えにくくしています。

がない場合〉手旗信号を読むのに最良の条件〈天まわりの人の服装とその動きまた，交信中lζ ，

候，波浪の高低など〉にあるときの視認距離の最

500 m~ 700m 

1,200 m~ 1, 500m 

おおよそ次のとおりです。

眼

7 倍双眼鏡

大は，

肉

が交信のじゃまをしている場合があります。交信

それ

やたらに動かないで姿勢を低くしている ζ と

を厳守してください。

交信者の後に立たない ζ と，者以外の人は，

t乙，

陸上では，視覚iと入ってくるものがたくきんあネッカチーフについてですが，赤色と白色の系

自然物〈樹木々りすぎます。それに土地の高低，統色のものは，距離が遠〈なると手旗そのものに

人工物などが視覚をさまたげますから，海ど〉，見えて く るときがあります。交信をする場合には

- 30 ー

上とくらべて，視認距離が低下します。最良の条

300 m~ 500m 

件のもとでも，

日艮肉

むしろとって交信するぐらいの注意が必要です。

交信者は，特iとハットを ぬいで発信したほうが

ハットのつばが

-29 

良いでしょう。第12原画などは，



す。左手がさがりがちにな

ペりますから高いく’らいの気

持でよいでしょう。

右手を右真横水平に、左手を前から右手 ｜数字形象の 9 として使いま
の下方35度にだします。

w 主主す
第
九
原
画

左手l立原姿のままで、右手を上に垂直に ｜数字形象の 2 とじ勺吏~~ま

あげます（手旗去にぎった手のひらは、 ｜す。

左に向けます）あげおろしは、からだの

横からではなく、前から旗、手首、腕を

一直線に保ちながらあげます。十第
二
原
函

問手を各ななめ上方45度にあげ、両腕を ｜討を曲げないように、旗先

直角となるようにします。 ｜ を足先の方向からあげおろ

しをする気持で動作をしま

す（以下数字形象としては半
第
十
原
画

左手は、左上方45度、右手は右下方45度｜数字形象の3 とじて使ドま

にだします。左ななめ一直線の形になり｜す。左手はさがりがちとJな

ます。 ｜り、右手があがりがちとな

りますから注意します。h
 

ばt 第
三
原
菌

使いません）。

ひじ

左手を左上方45皮に、右手は肘を少し曲 ｜ ややもすると右手がさがり、

げて頭上て‘左手と並行に同時にあげます。｜旗で顔をかくすおそれがあ

両炊の平行距離は約30cmです。 ｜ ります。,f 筆第

富型

す。右手はさがりがちとな

り、左手があがりがちとな

りますから、右手は高いく’

右手は、右上方45度、左手は左下方45皮｜数字形象の 4 として使いま

にだします。右ななめ一直線の形になり

ます。~ 令＼長来
第
四
原
画

らいに、左手は低いでらい

の気持で動作をします。

両手を並行のまま、左上方45皮から右ア ｜掃除線形象として使います。

方45皮まてを聞をななめにおろし原姿に｜ななめに旗がおりたときは、

もどります。 ｜右手を下方45度、左手はそお組：オ筆第

髄

両手を同時に上方垂直に（肩巾に）あげ ｜数字形象の 5 として使いま

ると同時に両手首を曲げて、旗の中ほど｜す。

で交差します＇ （白旗が前にくるようにし

ます）両旗先は、両足先の方向からあげ

またはおろすような気持で動きます。十第
五
原
因 の下方約30cmの平行距離を

保つようにします。

終｛言形象として使います。

あげおろ しともに肩「11の

距離を保ち、部Iからあげ

て、前からおろします。

両手を上方垂直（肩巾）にあげる。

4
1
 

第
士
原
画

右手は右水平に、左手は頭の上より肘を｜数字形象の 6 として使いま

曲げて v 右手に並行するように同時にだ｜す。 左手がさがりがちとな

します（平行距離は約30cm）左手首が頭｜ります。左手のあげおろし

髪にふれるぐらいの位置。 ｜は、からだの近く最短距離

をとおるようにします。!? 面支t 第
六
原
函

右手は原姿のままにして、左手を左上方｜数字形象および濁点形象と

して使います。4513".にあげる。

十
第
十
三
原
画

右手は上方垂直に、左手は左水平にあげ、｜数字形象の 7 および新章形

両腕を直角になるようにします。 ｜象として使います。左手も

旗のあげおろしには、右手は前より、左｜右手につられてあがりがち

手は真横から動かします。 ｜になります。十第
七
原
画

左手は原姿のままにして、右手を右上方｜句点、半濁点および発動用

語、の形象に使います。45皮にあげる。

十
第
十
四
原
画

左手は原姿のままにして、右手を右真被｜数字形象の B として使いま

に水平にだし ます。 ｜ す、右手があがりがちにな

ります。

「薗丸十
第
八
原
函

一きるー
~~ 1 
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班長の

手旗信号指導法

( 7 ) 

( 3 ）地形と背景

手旗信号は，送信者と受信者がお互いに見通し

の良い場所を選ぴ交信します。しかしお互いに見

通しの良い場所で交信をしていても，ときには，

相手の旗が見えにく L、場合があります。

ζれは，交信者が立っている位置の，地形と背

景が悪いために，手旗の動き を見えにくくしてい

る場合があるからです。

0 手旗を見えにくくしている地形と背景

付） 山・森林の場合

山の中や， 森林の中ではとて も 交信などできま

せんが， ときには，切り通しになっている所があ

ります。また，せまい沢すじの上下で交信ができ

そうに思われる所があ り ますが，それらの所は，

背景が暗しまた周囲の木のしげみが，手旗を見

えにくくしています。

（ロ）草原の場合

なだらかな起ふくで，見通しが良いように思わ

れますが，実際の地形では，地表は凸凹している

上K，草の丈が思ったよりのびていて，下半身の

手旗の動きを見えにくくしています。

村川（池〉の場合

川すじにそった所，堤の上，対岸など見通しが

良いのですが， ときには，直射日光が水面を照ら

し，その反射光のために，手授の動きを見えにく

くしています。

（ニ） 市街地の場合

市街地および，その周辺の高台などで交信をす

るときには，次の ことに注意して交信しましょう。

市街地が背景にある場合，物干場にある洗？こく

物の色，駐車中（場〉の自動車の色，屋根瓦の色

と反射光。

0 特殊な地形と風

土地によっては，いつも風が吹いている所（都

会ではビルの谷間など〉があります。 また地形に

よって，風道になっている所があ ります。

風が強いと手旗布が巻きついたり，縦lとなびく

ような ζ とが起乙ります。受信者lζ とっては，非

常lζ見えにくいものです。 風の強いときは，手旗

のなびき ヤあいを見て，交信Iζ入るよ う にしまし

ょっ。

3. 移動の約束

手旗信号は，本来見通しのき く 海上で，船舶聞

の通信を容易にするためK考案された も のです。

ですから船では，一番安定した場所κ信号所を定

めであり ます。と ζ ろが陸上では，先にのべたよ

う に，見通しの良い場所であっても，背景などに

よっては，見えにくい場合があります。そのとき

「少し左に寄ってくれれば良〈見えるのに」と思

うととがあります。

乙の少し寄ってもらう ζ と を，通信文でやりと

一呼一



動作tと移るようにしてくださ L 、。4. 原画形象と交信速度移動は，旗を持つ右手（赤〉，左手工白〉とはりしていては，本文を打つまでlζ無駄な時聞をと

「チ」と 「エ」の第 2 動作8. 
交信中に注意しなければならないととは，発信反対に，旗のだされた方向に移動すれば真勾勺りごとζ の移動を早〈すませるために，交信られます。

文字は，原画形象の第 1 原画

から第14原画までの組合せによ

ととろって作られています。

、

、

、レ

チとエの第 2が，例外として，

者の原画形象がくずれて，受信者が読み取れないす。これが移動の約束で‘す。者の聞で約束をします。

ζ とです。原画がくずれる原因の一つは，手旗を

自

ひとりよがりの早うちをしないととが大切

打っときの速度にあります。それを直すには，

分の，

(2 ）前後の移動

これは，木の枝などのために，手旗の動きそ見f

えにくくしているときに，交信者弘前か， u後Ti :

移動の方法

ζの方法は，必ず交信をする前K，旗の動かし

。

です。
乙の原画内とは別

の動作をします。

動作tζ限り，

（第 2 動作〉
5. 消信形象の活用

チとエの第 2 動作は，第 2 原画の赤旗を使わず

ζの動作は，右手（赤旗〉はに白旗をあげます。

原姿のまま tとして，左手〈白旗〉を上方垂直にあ

主；：1: 白ill 動 第 2 動 it; 3 動

チ ート + 
第 7原画 第2 原画（左手）

コニ 十 十 十
W l 陀iiill 第 2 原画（ t.r:手） 百\1 以前i

げます。

発信者は，打ちそとなった

ただちに消信形象をあげまら，

す。受信者もわからなかったら

すくや lと，消信形象をあげてくだ

さい。全文うち終わってから消

に移動させる場合に使います。

移動をたのむ白旗の円をかき，受信者が応答を

した後「前lζ進めJ は，赤旗を上方垂直にあげま

どのように移動するのかをとりきめておき方で，

ます。

す（第 2 原画と同じです〉。「後ろにさがれ」は，
( 1 ）左布の移動

発信者〈応信者〉は，起信形
白旗を上方垂直にあげます。

送信者は，受信者が見えやすい所まで移動する

まで，旗をあげています。受信者は，旗がおろさ

，．． 一, . 
, '·• 

’ A 
J 、一

一－J 、

>>"- l q卜fく忍〉、、 , 
¥¥iJt1 / 
一，，
ー ，
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象も応信形象もいりません。最

初に移動をたのむためK，白旗

で円をかきます（零原画は赤旗

送信者信形象をあげる ζ とは，（消長形象〉

交信の能率をさげます。K対して失礼ですし，

6 . 原姿を忘れずに

9. 手旗の練習
文字形象は，原画形象の 1 個

0基本と交信
とき lζ は 3 個を2 ｛固，ま Tこは，

交信区別形象，記号形
ζれ組合せて作られています。

基本となる，原画形象，

リーダーの声が象，文字形象を練習するときは，
相手かを連続動作によって，

れるまで移動をつづけます。
その反対の白旗で打ちますが，

それに応えて受信者も白旗で円をを使います〉。

かきます。

発信者は，受信者の応答を確認し r：ら，移動す

る方向を示す合図をします。例えば「右tζ寄れ」

白旗を左水平にだします〈記号形象の小カッは，

（後ろにさがれ〉〈前i乙進め〉コと同じ〉。「左に寄れ」は，赤旗を右水平にだし

ます（第 8 原画と同じ〉。

交信の練習に入ゥ

交信者はお互いの声が間 ζ えないぐら

ふ
H
N

すましを習練で囲
’
範
ば
〈

－

p
り

ど

’
な

ん
」
行
九

イロハの仮名文字として，ら ，(3 ）上下の移動ζ の旗を確認したならば，旗がおろ受信者は，

し読み取られていくわけです。（原姿〉対岸の堤や，階段状の高地などで手旗を見えにされるまで，指示された方向へ 1 歩ずつ移動しま

いの距離をとって練習します。声が聞 ζ える距離
たがって，組合せの途中では，決して原姿にもど

しかし，

くくしている場合に使います。ζの場合必ず 1 歩ずつ移動する ζ とに注意しす。

どうしても声をたよるようになって上達しだと，
1 字打ち終わったなつてはいけません。「上Kあがれ」は，赤旗を上方垂直にあげ，右てください。わずか 2 ～ 3 歩の移動で背景の障害

ません。
ζζで注意する ζらば，必ず原姿にもどります。「下にさがれ」水平までの90度内で，旗をふる。をさけられる場合がありますから，大きな動きを

0双眼鏡を使って

交信の距離が遠くなると，双眼鏡を使わなけれ

ば通信はできません。そのためにも双眼鏡を使っ

とは，濁点，半濁点，長音もそれぞれ 1 個の文字

として扱います。

白旗を上方垂直にあげ，左水平まで、の90度内

た練習をします。 ζの場合練習の距離を実際と同7. 節度をつける

じ距離にしなくても，双眼鏡の接眼レンズと対物

レンズを反対に使います。ほぼその倍率lと反比例

した遠視の感じを得られるでしょう。遠距離受信

節度をつけるという ζ とは，文字を作るとき，

ζのとき第 1原画の動作を連続して打ちますが，

で，旗をふります。

は，してはいけません。

発信者は，受信者が良く見える所まで移動した

対
白
, , ,,,

fuv 広口
ならば旗をおろします。

麗丸
の練習には有効です。

- 3b -

つまり，各動作の終わりに

しゅんかん的な静止時聞を持って，次の

動作と第 2動作の間，

は必ず，〈下iとさがれ〉（上lとあがれ〉

一－ ~S' 一一

（右に寄れ〉〈左iと寄れ〉
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闘
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交信区別形象表

用途および
注意事項 用途および

注～意事項

文字と語句の聞に入れて、
区切りをあらわす、また
長い通信文のときは、文
章の切れ自に使い、その
区切をあらわします。

旗の動かし方

右
第
時
し

パ
の
別

て
る
さ
区

し
げ
長
て

に
あ
の
つ

ま
に
倍
よ

ま
度
）

3
に

の
必
じ
約
と

姿
方
向
り
こ

原
上
と
よ
る

は
右
画
点
げ

手
を
原
濁
あ
す

左
手
M
H半
間
ま

面ゴ己
月

2 つ以上の通信文を続け
て送信するとき、その切
れ目に使います。この場
合、受信者からの同一形
象（新章形象）での応答が
あるまであげ続けます。

左
な
と
自

は
に
画
い

手
角
原
長

左
直
7

や

、
を
第
ゃ

に
腕
パ
り

直
両
す
よ

歪
、
ま
薗

方
げ
し
原
七

上
あ
に
7

ま

は
に
う
）
げ

手
平
よ
じ
あ

右
水
る
同
に

面正
コ
U

＝
＝
ロ

目各

も

名称

句

占

受信者を呼ぶときと
送信をはじめるとき
に使います。

旗の動かし方

両手を上方垂直（肩巾）にあげ
る、 （ここまでは、第12原聞
と同じ）次に、各左右水平ま
で同時に数回ふる。

面;ofb 
同面正象青3

千
名称

起

IL 
早
川

中
不

送信者の起信に答え
て、交信に応じる主
きに使います。

両手を交互に、上下垂直まで
数回ふる。また、双眼鏡を持
った場合は、片手に 2 つの旗
を持って上下に数回ふる。

4ド

• サ応

章一
言
口

J
q
3
 

と
あ

ヲ
也
い
い

L

後

”
入
品
別

ふ
ゼ
の

惜
しT
bナ

数
数
に
の

。

寸
〈
ヲ
て
＋
7

倍
旧
、
ふ
正

通
き
げ

左
第
間
ま

、
パ
時
し

て
る
の
別

し
げ
さ
区

に
あ
長
て

ま
に
の
つ

ま
度
）
倍
ょ

の
必
じ
3

に

姿
方
向
約
と

原
上
と
り
こ

は
左
函
よ
る

手
を
原
古
川
げ

3

右
手
日
濁
あ
ホ

、
月

げ
μれ

ム

数
字
（
白
旗
）

交信の中継をたのむと
き、起信形象のかわり
に使います。また、中継
者が、受信者に、中継で
あることを知らせると
きに使います。

両手をそれぞれななめ上方45
度にあげる。
（ここまでは、第10原画と同
じ）次に、頭上で交差するよ
う数回ふる。

中

市陸

通信文の中で注訳すると
き、または名詞などを入
れるときに使います。ま
た、数字傍訓を入れると
きは、その前後につけて
使います。

ー
い

だ度戸、υ
d
告方下の布左を手

す
両
ま

命ｷlk カ
ツ
コ

送信者が通信文の一
部または、全部を取
り消すときと、受信
者が信号を解読でき
なかったときに代用
します。

右手を右上方45度にだし、こ
れを上方垂直と水平の聞を数
回ふる。内

見
十1背

通信文の中て‘ローマ字を
入れるときに、そのロー
マ字の前後につけて使い
ます。この形象は、第 8
原画とまちがわないよう
に注意してください。

右手は原姿のままにして、左
手を左水平にだします。ーj¥ 

一

tつ
小
カ
ツ
コ

通信文の送信を終了
したときに使います
このとき、やや長く
あげます。

両手を上方垂直（肩巾）にあ
げる。
第12原画と同じ動作止

ー
子冬

数字の中の小数点のとき
と、帯分数のとき の整数
と分数との問に 1!1'. います。

左手は原姿のままにして、 右
手を右下方45度にだします。

お組' 

当
日
叫
占
…
（
コ
ン

受信者が通信文を
解読したとき
使います。

両手を上方垂直（肩巾）にあげ
る、 （ここまでは、第12原画
と同じ）次に、両手を並行の
まま左右45度まで数回ふる 。

半 I<:)

一
一
＝
口

，

a
q』

角平

分数を含む数字を送信す
るとき、分子と分母の聞
の帰除線として使います。

第11原画と同じ動作をします。

て7
、、＿＿，，

帰
除
線 / 

略語信号を送るとき
その略語の前後につ
けて使います。

もし片手を使用している場合l士、片手に 2
つの，＼j［を持って左右に大き（ふる9

両手を左右下方前45度にだし、
これを下方で交差しながら数
回ふる。@ 6き本聞各

三五
ロロ

右手は原姿のままにして、左
手を左下方45度にだします。

-;ft'~ 

電報文を転送するとき、
文中の脱字（ぬけている
文字）の個所を示すとき
に使います。（現在、日：本
船拍信号法から除外され
ています。）

合氏? 間

符

起イ言形象の次にあげ
て、送信の用意と開
始を知らせるときに
使います。
ゲームのときの、用
意、始めと同じです。

発動用意で右手を上方45度に
あげ（第14原画と同じ）発動
で急におろす。

一切

動

発



ｧ 10 . ローマ字の送信方法

ローマ字の送信について質問がありましたので

送信についてのべてみます。

通信文の中で，アルファベットを使うときは，

文字形象表の中で、示されているように， ローマ字

に相当するかな文字を使います。

送信は，通信文にあるロ ーマ字をかな文字にな

おして，その前後に小カッコ記号をつけて送りま

す。

例えば， NHKは，小カッコ，タ，ヌ，ワ，小

カッコとなります。ただし， 「エヌ，エイチ，ケ

ィ」というように，読み方どおりに送信するとき

は，小カッコはいりません。

班長の

手旗信号指導法

( 8) 

また，小カッコの中lζ数字および数字傍訓が入

ったとしても，読み方はかわりません。

例通信文今から O Bが 3 名行〈

① イ，マ，カ，ラ，小カッコ，レ，ハ，小カッ

コ，カ，濁点記号，数字記号， 3 ， 数字記号，

メ，イ，イ，ク

② イ，マ， カ，ラ，小カッコ，レ，ハ，小カッ

コ，ヵ，濁点記号， 数字記号， 3 ，カッコパ，

カッコ，メ，イ，イ，ク

③ イ，マ，カ，ラ，オ，長音記号， ヒ，濁点記

号，長音記号，カ，濁点記号，サ，ン，メ，イ，

イ，ク

以上のように，三つの方法があります。

文字形象表

文字 イ ロ ノ＼

一 ホ """ 
ローマ字 A B c D E 

第 l 動 3 -* 7 ート 10 ~ 6 号令 1 ~ト；？ 4 ヰミ 2 ー十
第 2 動 2 十 8 十 2 十 5 十
第 3 動 10 ミjι

チ ヌ jレ ヲ ワ カ

ローマ字 F G H J K L 

第 1 動 7 ート 12 -1t1-9 フト 3 7iど 1 十 2 十 8 十
第 2 動 2 十 4 刊文 7 ート 9 オー 9 フト 3 

* 伯）

第 3 動

文字 ヨ

ローマ字 M 

第 1 動 8 十
第 2 動 6 号待

第 3 動

文字 フ

ローマ字 s 
第 1 動 5 十
第 2 動 9 す
第 3 動

文字 ベ？

第 1 動 8 寸

第 2 動 4 ミ｜ミ
第 3 動

文字 一 ア
『

ローマ字

！ 第 l 動 9 フト
第 2 動 3 ~ど
第 3 動

文字 コ三

ローマ字

第 l 動 9 フト
第 2 動 3 ~ι 
第 3 動 1 十.. ιー

タ レ ソ－ 、〉イ 不 ナ

Nｷ 。 p Q R 
11 -fl 7 ート 5 ート 12 ヰ 9 ァト 1 十(1) 
11 す 3 ~え 3 ~ど 2 十 3 ~乙(2) 

5 二ト 1 十
ム ウ ヰ ノ オ ク

T Uｷ v 
7 ード 6 辛 6 三与 3 ~乙 1 十 11 一昨(1) 

5 十 9 ナ 12 ~ 2 十 11 す(2) 

3 

* 「ミF ケ フ コ コニ ア

x y z 

9 ナ 7 ート 9 オー 8 十 1 + 6 三幹
5 コト 3 ~ど 1 + 2 

3 ~ど（白）

1 十
サ ヨモ 二L メ

、

ン、、

1 + 6 ミド 9 オー 3 ~ι 6 宇 5 十
12 ~ 2 十 1 十 5 十 1 十 ’7 ート

ヒ モ セ ス ン 法点

I 

1 + 6 ζド 9 フト 1 十 5 二ト 13 4ど
7 ート 7 ート 7 ート 2 十 1 十

5 二ト

一仰一



ｧ 11 手旗信号法のまとめ

旗のもち方とあげ方

旗は，赤旗を右手K，白旗を左手lζ持ちます。

あげ方は，自分の腕It鉄の棒がはいっているょ

っに，ひじを曲げずに一直線になるよう Kあげま

す。特に手首の曲がりには注意して〈ださい。

大きな鏡の前か， 2人で向かい合ってお互いに

悪いところを直します。

2 原画形象の練習

零原画を含めて 1 から 14の原画をまずおぼえま

す。 ζの原画の組合わせによって文字が画かれま
す。

相手のあげた形象を見て，何原画であるかすくや

に答えられる ζ と，また，言われた原画はすぐに

画けるととが必要です。

3 作字の練習

かな文字は，原画と原画の組合わせで・で、きてい

ます。組合わせのおぼえ方として，算数式』とおぼ

えるとよいでしょう。

算数式例 1+3 ＝ナ 2+5 ＝卜

また， 1 動作 (1 つの原画〉で文字 lとなるも

の， 2動作， 3 動作で、文字になるものとおぼえる

方法があります。

第 1 動作で－文字になるもの

班長の

手旗信号指導法

( 9 ) 

ク ') ノ ハ、
一

フ レ長音

第 2動作で、文字lとなるもの

ナ ヒ ヲ サ ト ウ イ jレ メ ン

ン フ 、、、、 キ テモ ヰ チケ ロ

コ 力 ヤ ヨ 二L ア ヌ セマ タ

第 3 動作で、文字になるもの

オ エスホネヱ

作字でまちがいやすいもの

エとネ ヤとヌルとケヤとカへとノ

キとヰアとカ ウとラ ソとメ コとユ

チとケフとラセとモテとミ シとミ

ンとソ スとヌ

ソ

ム

ツ

ζ れらのまちがいやすい文字は，何回も練習し

て， まちカfいのないよう K しましょう。

0チと工の作字

かな文字の中で チとエの第 2動作は通常の第

2原画と異なり，赤旗i乙変わって白旗をあげます。

チの字を画くときに赤旗をあげると ， ケの字に

なってしまいます。エの場合は文字にはなりませ

ん。

4 数字の練習

通信文の中で、数字をうっときには 3 つの方法が

あります。

(1）発音どおりにうつ方法

イチ， ニ， サン，シ，ゴ， ロク，シチ，ハチ，

- 'ti -

ク， ：＿：， ュウ，ツュウイチ……

(2）読みかえてうつ方法

1 はヒ ， 2 はフ， 3 はミ， 4 はョ， 5 はイ， 6

はム， 7 はナ， 8 はヤ， 9 は コ， O はレ

ζれは，数字儲1といって，信号で数字を送る
ときにゃくそくされた方法です。

(3）原画を数字としてうつ方法

原画形象の零原画から第 9 原画までを数字とし

てうちます。

1 の方法は，読み方のとおりにうちますが， 2 

の傍訓を使ってうっときは，数字記号（第13原画〉

の後でその傍訓の前後をカッコ記号で包みます。

3 の方法は， 数字の前後K数字記号を必ず入れ

てうちます。数字記号は，第13原画であり，数字
？とくてん

記号と濁点記号でもあります。数字記号として使

うときは，濁点記号より約 3 倍の長さだけ旗をあ

げます。

数字には整数のほかK，小数，分数があります。

それぞれのうち方をおぼえてください。

5 記号の糠習

先にのベたカッコ，数字記号は，手旗信号でや

くそくされた記号の 1 つです。 ζ のほかに，句点，

新章，小カッコ ， 読点（コンマ〉， 帰除線があり

ます。それぞれのやくそくをおぼえてください。

6 交信区別形象の練習

交信K必要な区別形象をおぼえます。

起信，応信，中断，消信，終信，解信，略語，

発動の 8 つの形象を正しく使えるようにしてくだ

さし、。

7 交信の練習

(1）送信の練習

最初は，無意味文をうつことから始めて，次lζ

通信文を使って練習します。

(2）受信の練習

どのような文字でも受けられるように，無意味

文を練習し，次は通信文を練習します。

(3）総合練習として， 2人 1 組でそれぞれ発信と

受信を交代して練習をします。

(4）交信中に起乙る次の ζ とを練習します。

通信文の一部消信，全文消信，長い通信文， 2 

つ以上の通信文を続けて送るとき，交信を一時中

止するとき，交信を蒋関するとき，通信文を筆記

させるとき（筆記受信〉，特にとの中で手続記号を

使って交信しなければならないときがあります。

O手続記号の練習

サラ 通信文の全部，または一部の再送を求め

る場合lと使用する

マテ 通信を一時中断するとき ， または，一時

中止するときに使用する

カケ 通信文を筆記させるときに使用する
とうてL、

ヨシ 肯定（よろしい〉を表わすときに使用する

ハツ 中継のときの発信者名の前につける

アテ 中継のときの受信者名の前につける

O筆記受信の練習

発信された通信文を書き取る方法K, 2 人受信

と 1 人受信があります。 1 人受信は十分K練習し

てくださし、。

(5）中継法

A地点から B地点、までの交信ができないときに

中間KC地点を置いて通信文を中継します。

手続記号の「ハツ」 「アテ」をはっきり入れて

交信します。

8 交信上の注意点

発信速度は，相手の乙とを考えてうっとと，交

信をするとき，よく見える位置に立つ ζ と，乙の

2 つが交信をするうえで大切な ζ とです。

一幻ー



。

マ
ス
タ
ー

b
一一

ロ
豆宇

一臨
畳

一号

一ま
す
手
旗
を

」
正
し
く
持
と
う

手
旗
は
右
手
に
赤
旗

、

左
手
に
白
旗
を

持
つ
。

こ

れ
を

「赤
い
実

（右
）、
白
砂
糖

（
左こ

と
覚
え
れ
ば
間
違
わ
な
い

。

持
ち
方
は
、
人
さ
し

指
を
柄
に
そ
え
て

伸
ば
し
、
他
の
四
指
で
握
る
。
こ
れ
で
旗

は
君
の
子
の
一
部
分
と
な
っ
た

。

①
旗
と

手
首
は
ま
っ
す
ぐ
一
本
に
、
②
上
げ
下
ろ

し
は
最
短
距
離
を
と
る

、

③
原
則
と
し
て

ひ
じ
を
曲
げ
ず
、
腕
、
手
首
、
旗
は
まっ

す
ぐ
一
本
に
保
ち
、
肩
の
関
節
で
上
げ
下

ろ
す
。

こ
れ
が
読
み
や
す
く
う
つ
コ

ツ
だ
。

図
は

「気
を
つ
け
」
の
姿
勢
で
両
足
を

そ
ろ
え
て
立
っ
て
い
る
が
、
少
し
聞
い
て

立
つ
と
楽
だ
し
、
姿
勢
が
安
定
す
る

。

」
こ
の
十
四
種
類
の

一
原
画
が
全
て
の
基
本
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
動
作
が
正
確
に
う
て

る
よ
う
に
練
習
し
よ
う
。

一
つ
一
つ
の
動

作
は
必
ず
ピ
タ
ッ

と
瞬
間
的
に
止
め
る
よ

う
に
う
つ

こ
と
。

そ
う
す
る
と
、
受
信
す

る
人
に
わ
か
り
や
す
い
手
旗
が
う
て
る
の

7 ⑬⑬⑫ O ⑬⑨③⑦⑤⑤④③② ① 

ぞO
れか
数ら
字九
を原
表面
すは
。そ

れ

ナ
、

ヲ
、
サ
、
ェ

、

ヒ

、
ォ
、
ス
、
ホ
。

ト

、
ヮ
。

ノ
、

メ
、
イ
、
ル

。

へ
。

ン
、
ソ
、
シ
、
ラ
、
ゥ
。

ニ
、
ミ
、
キ
、

テ
、
モ
、
ゥ
、
ヰ

。

レ
、
ム
、
チ
、
ヶ
、
ロ
。

コ
、
ヵ

、

ャ
、
ョ
。

フ
、

マ
、
ュ
、
ァ
、
ヌ
、
セ
、
ネ
、
ヱ。

、

。

ノケ
ノ
、
阜ノ
。

/ / 

半だツ
だく 。

く点
占 τ

。
こ
こ
で
数
字
を
確
認
し
よ
う。

O
か
ら
十
四
ま
で
あ
る
が
、

原画はこのうちO
片口

Ifノ ‘？とへ ? ’T ニ

ν ト 月 吋フ 午
ク4f) Yリ 店。 令下

3 
ノ、 安京

字画
はだ
こけ
れで
たう
。て

る

へ
、
ニ
、
ハ
、
ク
、
リ

・
：
こ
れ
は
一
動
作
で

一
文
字
を
表
す
。
原

画
を
よ
く
見
る
と
カ
タ
カ
ナ

に
見
え
て
く

る
だ
ろ
う

。

も
う
こ
れ
で
八
文
字
は
完
ぺ

き
に
マ
ス
タ

ー

し
た
ね
。

レ

フ

4 

う学自
て校分
る名の
よぐ名
句ら前
u い

は住
所

な
あ
ー
ん
だ
、
手
旗
っ
て
原
画
を
組
み

合
わ
せ
て
、
カ
タ
カ
ナ

を
作
る
ん
だ
。

か
ら
九
ま
で
を
数
字
と
し
て
使
用
す
る
。

だ
か
ら
十
は
、
一
0
と
う
ち
十
原
画
は
使

わ
な
い
。

ま
た
十
一
原
画
は
分
数
の
と
き

に
使
用
す
る
。
た
と
え
ば
〈
3

分
の
一
〉

は
、
〈
一
・
十
一
・

一
二
〉
と
う
つ
の
だ。

」
記
号
形
象
と

i

一
受信
区
別
形
象

・
記
号
形
象

句
点
。

斗

半
だ
く
点
と
同
じ
だ
が
、
や

や
長
目
に

。

文
章
の
切
れ
目
を
表
す
。

新
章
n』
十
二
つ
以
上
の
信
号
文
の
切

れ
、
相
手
も
同

一
形
象

数
字
（
白
旗
）
A
i
l

数
字
を
入
れ
る
前
後

相
手
も
同

一
形

象
で
こ
た
え
る

。

か
っ

－
ニ

）
木

平
文
中
に
注
釈
ま
た
は

氏
名
等
を
入
れ

る
場
合
そ
の
前
後
に
付
け
る
。

小
か
っ
ニ
「
」

＋t

和
文
中
に
符
号
ま
た
は
ロ
ー

マ
字
（欧
文
）

を
入
れ
る
場
合
そ
の前
後
に
付
け
る

。

読
点
（
コ
ン
マ

）
、
・
1
7

数
字
の
中
の
小
数
点
と
し

て
、
ま
た
は

帯
分
数
の
場
合
の
整
数
と
分
数
と
の
問
。

帰
除
線
／

グ

分
数
を
含
む
数
字
を
送
る
場
合
に
分
母

と
分
子
の
問
。

問
符
？
1
六

転
送
時
の
脱
字
箇
所
を
示
す0

・
受
信
区
別
形
象

きあ、おもしろくなってきたぞ。自分の名前や住所、学校名なE、思いつくままにうってみよう。4司手旗は原画の組み合わせでカタカナ文字をつくる。
ア ヵ サタ ナ ハ マヤ ラワえ’

篠 1 動 フ寸 封一 \ / ア 「 I--!" 
第 2 動 / / II 、／ 、＼ フア
第 3 動

イキ ンチ ーとミ リヰ 1院”

第 1 動 ／ 一 、 L
一 一 II -斗

第 2 動 I I L I L- II 
第 3 動

ウウ クス｛すi Y ヌ フ ム ユ ル ノ

第 1 動 － 、 。 ー 117 ア 」 フノ 、

第 2 動 フ ｜ I/' 、 ー L 
第 3 動 フ 、

エヶ セテ ネ：'II へ メ エ レ ＇＂守
!ii 1 fl; -L  フ ー ア ＼ /7  」
第 2 動 f/ 」 ／ ｜ 、 ／

銃 3 動 ー

オコ ゾト ノホ モヨ ロ ヲ

第 l 動 一「 、 l ／一 「」
第 2 動 ／ 、 l 」 「フ
:p; 3 動 ／ ¥/ O「チ」と「エ」の第2動をえがくときに限り、左手（白穆を車検からあげる

原 ι ~CiJ.画 討；酒制札
記 ！？日画3原画 野原画
上日一同 X画
第(ct~. j札 篭JC..) .. 

起
信

必｜
信
号
の
始
め
。

応
信

時
信
号
に
応
じ
る。

消
信
斗
送
信
者
が
信
号
の
一
部
又
は
全

部
を
取
消
す
時
、
受
信
者
が
信

号
を
解
読
で
き
な
い
時
。

終
信
以l
信
号
終
了

。

解
信

盆l
信
号
了
解
。

－

一般
纂
本

1

送
信
者
、
起
信
を
送
る
。

2

受
信
者
、
応
信
を
送
っ

て
応
じ
る

。

3

送
信
者
、
本
文
を
送
る

。

4

送
信
者
、
終
信
を
送
る

。

5

受
信
者
、
解
信
を
送
る
。

長
文
の
送
信
は
文
章
の
切
れ
目
に
句

点
を
は
さ
む
。

H
送
信
者
が
送
信
中
誤
発
を
訂
正
す
る
場
合

－
送
信
者
、
誤
発
に
気
づ
い
た
な
ら
、

た
だ
ち
に
消
信
。

（
赤
を
振
る
）

2
受
信
者
、
赤
を
振

っ
て
、
こ
れ
に
答

、
ぇ
ヲ
令。

3

送
信
者
、
訂
正
す
る
字
の
数
文
字
前

か
ら
送
り
な
お
す
o

m
送
信
者
が
送
信
中
今
ま
で
の
全
文
を
取
消

し
中
止
す
る
場
合

l

送
信
者
、
消
信と
終
信
を
続
け
て
送
る。

2

受
信
者
も
こ
れ
と
同
じ

。

N
受
信
者
が
受
信

後
全
文
が
わ
か
ら
な
く

全

文
の
再
送
を
こ
う
場
合

－

受
信
者

、

消
信
と
サ
ラ
と
を
送
る
。

送
信
者
、
消
信
、
次
い
で
起
信
を
送

り
、
や
り
直
す
。

2 

5 

例誤ち
外り~

思宝石
」~浄

れい雲
だ文’、
。 字

や

こ

ん
な
文
字
は
対
比
さ
せ
て
覚
え
る
と

よ
い
。

ス
・
ネ
（
漢
字
の
寸
と
子
だ
）
／

ソ
・
ッ
・
シ
・
ン
（
点
の
つ
け

方
、
は
ね

方
に
特
徴
が
あ
る
）
／
ソ

・
メ

／
ム
・
シ

／
コ

・

ュ
、

ュ
・
テ

／
ラ
・
ム
、
ラ

・

ヲ

／
エ
・
チ
（
白
旗
を
あ
げ
る
）
／
ワ
・

－フ

／
ア
・

ヵ
、

ウ
・
ラ

／
テ
・
ミ

／
ナ
・
メ

／
ヤ
・
カ

／
へ
・
ノ

／
キ
・
ヰ

／
セ
・

モ

／
ヱ
・
ネ
／
ス
・
ヌ

・

マ
／
ウ
・
ワ

（二
種
類
あ
る
判
官
、
）

一同
じ

原
画
か
ら

6

一
始ま
る
文
字
を

一関
連
づ
け
て
覚
え
る
。

次
に
示
し
た
と
お
り

、

そ
れ
ぞ
れ

の
数

字
は
第

一
動
作
の
原
画
で

、

そ

の
仲
間
営

関
連
づ
け
て
覚
え
れ
ば
カ
ン
タ
ン
カ
ン
タ

ン
。

た
だ
し
、
文
字
形
象
は
一
字
の
途
中

、

て

決
し
て
原
姿
に
も

ど

っ
て
は
な
ら

な
い

。

ま
た
一
字
を
う
ち
終
わ
る
ご
と
に
原
姿
に

も
ど
る
こ
と

。

ゴU－う
し
て
始
表
雪
た

間
日
本
の
手
旗
信
号
一
ゐ

一
も
う

P

気
が
一つ
い
た
だ
ろ
う
が
、
日

本
ぬ
手
族
信

一

一
号
は
、

カ
タ

カ
ナ
め
裏
文
字
で
表
現
し
て
い
る。

円
こ

れ
は
‘
今
か
ら
お
よ
そ
百
年
前
に
、
海
軍
の一

一

二
麦
口

忠
造
苧
尉
レ
と
そ
の
蔀
下
道
本
場
声
伴
内
か

共
同

一

『
で
考
案
L

た
も
の
だ。

ぞ
れ
が
海
軍
手
旗
信
号
法

日

町と
な
り
、
軍
隊
怒け
で
叫
な
え
宮
間
船
で
も
使
わ
れ

一

一
る
よ
～
つ
じ
な
勺
た。
そ
し
て
p昭
和
六
年

二
九
三
ふ

二

奪
三
店
、
逓
信
重
一目
ホに
よ
ヲ
て
正
式
に
「
日
中

本
船
飴
手
旗
信
号
法
］一

と
し

て
制
制定
さ

れ
た
。

現

一
色B在
呂
本
で
公
式に
定
め
ら
れ
て
い
る
秘
文
手
旗
信
ι

号
法
H
Rh臼
本
船
級
信号
法
」
（
田
昭
和
二
十
七
年
十

v

一
月

一吉
運
輸
重
ロ
示
第
三、

0
←一一
口
きで
あ
る
市

必d旗
独
轄
の
読
み
方

幽

次
の
例
に
一様
す
よう
に
、
革命
際L
は
苔
ょ
っ
と
司

一
し
た
気
づ
か
い
が
必
要
だ
。

…

…
一
、
本
来
の鼠筆
陣
長
章
吾
妻
怒
号
室
ヴ
」

一
一幕
世
U
1d

外
来
事
会
表
す
と
き
の
み
墨
書
ち

－
，

務
保
障
担す
る
。

一
例
・
語
翻
芳
ツ
ド
ヲ
v、
ボ
ド
イ
ス
ガ
ウ
ト

月

一
一、
助
謁
は
原
剰
とレ
て
発
立弔
乞
お
り
と
す
る
。

わ
例
・

ア
ナヲ
ヮ
、
ド
コ
工
ヴ
キ
マ
ス
カ
？

さ
ら
に
詳
し
く

学
び
た
い
ス
カ
ウ
ト
は

、

次
の
本
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

船
舶
信
号

杉
浦
昭
典
、
中
畑
耕
作
共

著
海
文
堂
出
版

鮒

信
号
と
ボ
l

ト
海
事
研
究
会
編

附

成
山
堂
書
店

旗
と
船
舶
通
信

三
谷
末
治
著
偶
成

山
堂
書
店

－
資
料
提
供

来
見
明
信
（
徳
島
第
一
団

ボ
！

イ
隊
長
）



手
旗
を
面
白
く
指
導
す
る
方
法

ス
カ
ウ
ト
た
ち
の
進

歩
課
程
に
あ
る
手
旗
を
教
え
る
と
き
に
、
隊
の
指
導

者
と
し
て
ど
う
し
た
ら
ス
カ
ウ
ト
た
ち
に
興
昧
を
覚
え
さ
せ
な
が
ら
修
得
さ

せ
る
事
が
で
き
る
か
困
っ
て
お
ら
れ
る
隊
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は

陸次

神奈川連盟横j兵第八十九回
ボーイ隊副長

自
分
の
所
属
し
て
い
る
ボ
ー
イ
隊
で
の
経
験
を
も
と
に
次
の
よ
う
な
資
料
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
関
係
者
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
し
、
あ
と
は
ご
自

分
で
原
隊
に
即
し
た
指
導
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ス
カ
ウ
ト
に
興
味
を
持
た
せ
る

手
旗
は
一
つ
の
通
信
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
ス
カ
ウ
ト
に
と

つ
て
は
ゲ
l

ム
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
か

。

か
な
り
の
熟
練
度
を
持
っ
て
送
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
相
当
の
訓
練
が
必
要
と
さ
れ
る
し
、
専
門
の
信
号
士
に
な
る

訳
で
は
な
い
。

初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
む
し
ろ
ゲ1
ム
感
覚

で
修
得
し

、

難
し
い
も
の
で
は
な
く
言
葉
に
代
わ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ヨ
ン
の
一
一
穫
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
仁
と
ど
め
る

。

手
旗
は
遠
く
か
ら
で
も
読
み
取
れ
る
通
信
手
段
で
あ
る
か

ら

、
正
し
い
原
画
と
原
姿
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と

は
い
う

ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
一
通
り
や
る
だ
け
に
止
め
、

後
の
段
階
で
逐
次
、
間
違
い
の
修正
を
行
っ
て
ゆ
く
。

ス
カ
ウ

ト
の
興
味
を
そ
が
な
い
た
め
で
あ〆
る
。

右
に
赤
、
左
に
白。
相
手
か
ら
見
て
カ
タ
カ
ナ
に
見
え
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
。

数
字
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
は
初
め
か
ら
教
え
な
い
で
、
後

に
な
っ
て
か
ら
適
当
な
時
仁
教
え
る。

あ
る
程
度
ま
で
ス
カ
ウ

ト
の
通
信
に
お
い
て
は
数
字
が
無
く
て
も
用
は
た
せ
る
。

ヌ

ス

ヤ

（
ス
は
漢
字
の
寸
）

と

カ

ワ

と

ヰノ

フ

よぶ

;/ 

と

コ

二L

と

ソ

ツ

リ

と

J司、

（
漢
字
の
子
）

へ
濁
点
、
半
濁
点
と
長
音
（
／

、

＼
と
｜
）
こ
れ
ら
は
必
ず

一
つ
の
文
字
が
終
わ
っ
て
原
姿
に
戻
っ
て
か
ら
打
つ
。

起
倍
、
応
情
、
消
雷
、
鍵
信
、
解
慣
と
く
に
起
信
、
終

信
、
解
信
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作
で。

商
船
で
の
私
の
経
験

で
は
、
応
信
は
横
向
き
に
な
っ
て
両
旗
を
上
下
に
振
る
方
が
分

か
り
ゃ
す
い
。

本
文
の
初
め
に
発
動
（H
原
画
）
で
送
信
開
始

を
明
確
に
す
る
方
法
も
あ
る
。

と

ノ

⑨
名
前
が
発
信
で
き
る

進
歩
の
手
引
き
九
十
一
頁
の
五
十
音
図
ま
た
は
受
信
練
習
盤

を
見
る
か
、
ま
た
は
指
導
者
の
指
導
で
と
り
あ
・
え
ず
自
分
の
名

前
が
発
信
、
受
信
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

志
を
子
旗
て
送
信
で
き
る
最
初
の
喜
び
に
違
い
な
い
。

出
来
た

こ
れ
は
自
分
の
意らす守ほめてやること。

原議

，＜~ヰ
（一）

~i）~＇I 
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原画

第佐日原画日 市；
l東画

~／~~ 来I) 第（：工第1 函

⑨
送
信
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

｛
ス
マ
ー
ト
に
相
手
に
分
か
り
ゃ
す
く
）

－
原
画
は
両
腕
を
正
し
い
角
度
で
真
っ
す
ぐ
に

0

．
一
字
終
わ
ると
必
ず
原
姿
に
戻
る
。

－
旗
の
移
動
は
最
短
距
離
を
通
り
決
し
て
振
り
回
さ
な
い
。

－
均
一
の
速
さ
で
。
し
か
し
一
字
の
最
終
画
を
少
し
長
め
に
延
ば

し
相
手
の
網
膜
上
に
残
像
と
し
て
残
る
よ
う
に
し
て
や
る

0

．
受
信
者
の
能
力
に
応
じ
て
ス
ピー
ド
を
変
え
る
。

－
文
章
は
誤
解
の
な
い
言
葉
を
選
ぶ
。
漢
語
に
注
意
。

⑧
受
信
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

同
暗
記
受
信

頭
の
中
Jて
声
を
出
し
な
が
ら
受
信
し
て
ゆ
く

。

決
し
て

先
を

予
想
し
過
ぎ
な
い
こ
と
。
意
外
な
字
が
来
る
と
慌
て
て
し
ま
っ

て
混
乱
す
る
。

ロ
筆
記
受
信

で
き
る
だ
け
送
信
者
の
方
だ
け
を
見
て
下
を
見
な
い
。
紙
挟

み
の
上
の
受
信
用
紙
の
左
端
近
く
に
左
手
親
指
を
置
、
き
、
行
の

初
め
と
す
る
。
筆
記
す
る
右
手
が
行
の
終
わ
り
に
き
た
ら
自
動

的
に
左
手
親
指
も
－
行
ず
ら
す
。

解
ら
な
い
字
は
大
き
く
O
印
を
つ
け
て
E

ん
ど
ん
進
み
、
後

で
推
測
し
て
埋
め
る
。

開
l
ム
と
競
技

手
旗
を
修
得
す
る
上
に
お
い
て
、
ス
カ
ウ
ト
た
ち
の
も
つ
競

争
心
や
好
奇
心
を
満
た
す
に
も
ゲ
1

ム
化
と
競
技
化
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
で
工
夫
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

以

本岡

⑧
五
十
音
図
と
符
号

名
前
が
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

抵
抗
な
く
入
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
十
音
図
の
修
得
も

ヰ
と
ヱ
は

今
や
教
え
る
必
要
は
な
い
。
受
信
練
習
盤
や
紙
上
で
の
練
習
も

加
え
る
と
効
果
が
あ
る
。

⑧
間
違
え
や
す
い
字

次
の
｛
子
を
重
点
的
に
指
導
す
る
。

エ
チ
（
白

の
縦
二

と

手続1言号の原菌

アカ サ タナ ノ、 7 ヤ ラワ グク
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下
は
一
つ
の
例
に
過
ぎ
な
い0

・
名
前
送
慣
リ
レ
l

班
競
技
。
第
一
送
信
者
は
班
か
ら
離
れ
た
場
所
か
ら
他
の
班

員
の
名
前
を
送
信
す
る
。
該
当
ス
カ
ワト
は
自
分
の
名
前
を
再

び
送
信
し
て
か
ら
第
一
送
信
者
の
所
に
走
り
、
つ
ぎ
の
班
員
の

名
前
を
送
信
す
る
。
第
一
送
信
者
は
最
終
送
信
者
の
対
象
と
な

る
。
速
く
完
了
し

た
班
が
勝
ち
。

－
手
旗
し
D

取
D

ゲ
l

ム

班
競
技
。
班
か
ら
一
人
ず
つ
出
て
言
葉
の
勝
ち
抜
き
し
り
取

り
ゲ
l

ム
。
十
秒
以
内
に
送
信
で
き
な
い
と
交
替
す
る。

送
信

の
間
違
い
は
指
導
者
が
な
お
し
て
や
り
マ
イ
ナ
ス
一
点
の
減
点

と
す
る
。

－
送
信
リ
レ
l

定
め
ら
れ
た
文
や
単
語
を
人
数
分
だ
け
置
い
て
お
き
、
次
々

と
送
信
し
、
終
わ
れ
ば
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
速
い
班
が
勝
ち

0

・
信
D

物
競
争

班
競
技
。
リ
ー
ダ
ー
が
送
信
し
た
物
（
ス
カ
ウ
ト
の
持
ち
物

が
よ
い
）
を
送
信
者
の
も
と
に
持
っ
て
く
る
。

つ
ぎ
に
そ
の
ス

カ
ウ

ト
が
指
定
さ
れ
た
も
の
を
送
信
す
る。

一
定
の
時
間
内
に

で
き
な
か
っ
た
ら
減
点
と
す
る。

－
送
慣
練
習

指
導
者
が
言
う
文
ま
た
は
単
語
を
み
ん
な
に
送
信
さ
せ
る
0

・
ク
イ
ズ
手
臨

リ
ー
ダ
ー
が
送
信
し
た
も
の
の
答
え
を
み
ん
な
に
送
信
さ
せ

る
。
例
え
ば
色
を
答
え
さ
せ
る

。

（
例
一
ユ
キ↓
シ
ロ
）。

反
対

語
を
答
え
さ
せ
る。
（
例一
タ
カ
イ
↓

ヒ

ク
イ
）。
あ
ま
り
長
い
単

語
は
避
け
る
。

以
上
は
あ
く
ま
で
参
考
で
あ
っ
て
教
則
本
で
は
な
い
事
に
留
意
さ
れ
た
い
。
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切り取る。

とと下に四角の穴をあける。
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（
角
作

品
卸

っくり方

①左のページが台紙になる。厚紙か、君のパイン

ダーにはりつけよう。

③上の丸い型紙を切り取って

①の台紙におしピンで止める。

使い方

円盤を回しながら原画をよみ、文字を答えよう。

第一動作が同じものでまとめてあるから、関連

づけて覚えられるぞ




